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雲
南
で
〝ほ
っ
こ
り
〟
～ 

定 

住 

支 

援 

事 

業 

～

あなたは、雲南市の景観は
美しいと感じますか？

不明 
2.9%感じない 

3.0%

感じる 
24.0%

あまり
感じない 
18.5%

やや感じる 
51.7%

あなたの地域は便利で住み
よいまちだと感じますか？

不明 
3.3%

感じない 
9.7%

感じる 
17.3%

あまり
感じない 
27.4% やや感じる 

42.3%

あなたは、地域・行政サービスの
視点から、雲南市は子育てしやす
い環境であると感じますか？

感じない・
あまり感じ
ない 
38.7%

感じる・
やや感じる 
61.3%

【18 歳までの子どもの保護者の
子育て環境満足度 (地域・行政 )】

「定住環境」について
平成 26年市民生活の現状に関するアンケート結果より抜粋

平成26年市民生活の現状に関するアンケートとは‥
　雲南市総合計画の進行管理にあたり雲南市に住民票を有する平成 26年３月 15日現
在で満 20歳以上の男女 2,000 人を、６町・男女・年代別に無作為抽出により平成 26
年３月下旬アンケート調査を実施しました。

　
雲
南
市
で
は
、
人
口
の
減
少
を
く
い
と
め
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
積
極
的
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
誘
致
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
定
住
相
談
窓
口
と
し
て
３
人
の
定
住
推
進
員
を
配
置
し
、
空
き
家
等
の
住
宅
情

報
の
提
供
や
就
業
・
就
農
支
援
、
定
住
後
の
地
域
で
の
生
活
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

特  集

平成22年～平成25年までの移住者の推移

た
近
年
増
加
し
て
い
る
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
都
会

か
ら
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
た
め
に
、
移
住
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
を
配
置
し
、
移
住
さ

れ
た
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
と
と
も
に
、

若
い
世
代
の
移
住
定
住
に
向
け
た
情
報
発
信
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、定
住
情
報
サ
イ
ト
「
ほ
っ
こ
り
雲
南
」

に
よ
り
、
子
育
て
世
代
に
向
け
た
発
信
を
行
う
と

と
も
に
、
東
京
・
大
阪
・
広
島
で
の
定
住
相
談
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
雲
南
市
の
定
住
支
援
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
活
用
さ
れ
、
雲
南
市
へ

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
は
、
こ
こ
４
年
で
１
９
２

人
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
の
体
験
談
や
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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（
伸
一
郎
さ
ん
）
厚
木
市
に
住
ん

で
い
る
時
か
ら
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
主
に
広
告
制
作
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
も
引
き
続
き
、
神
奈
川

県
か
ら
の
仕
事
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が

整
っ
て
い
れ
ば
ど
こ
で
も
仕
事
が

で
き
ま
す
。
今
後
は
、
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
島
根
県
や
雲
南
市
の
仕

事
も
し
て
み
た
い
で
す
。

（
洋
子
さ
ん
）
撮
影
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
妊
娠
を
機
に
活

動
を
休
止
し
て
い
ま
す
。
山
陰
の

写
真
家
の
方
と
も
繋
が
り
が
あ
る

の
で
、
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

（
伸
一
郎
さ
ん
）
優
木
が
家
の
中

を
走
り
回
っ
て
い
る
の
を
見
る
と

移
住
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

（
洋
子
さ
ん
）
地
域
の
み
な
さ
ん

に
気
遣
っ
て
い
た
だ
き
、「（
雲
南

市
に
）来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
驚

い
た
の
は
、
雲
南
市
の
子
ど
も
た

ち
は
会
う
と
み
ん
な
挨
拶
を
し
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。
優
木
と
公
園

に
行
く
と
、
高
校
生
が
一
緒
に
遊

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
も
あ

り
、
子
育
て
環
境
は
充
実
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

Ｐrofile
菅谷さんは、神奈川県厚

あつ
木
ぎ
市

のご出身。今年４月厚木市か
ら大東町にＩターン。

菅
すが
谷
や
伸
しん
一
いち
郎
ろう
さん、洋

よう
子
こ
さん、

優
ゆう
木
き
ちゃんご家族

　
家
、
生
活
環
境
、
暮
ら
し
の
様

子
を
見
に
、
雲
南
市
へ
一
度
き
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
仕

事
を
さ
れ
る
方
に
は
、
特
に
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
私
た
ち
も
、
定
住
を
希
望
す
る

方
た
ち
へ
、
雲
南
市
で
ど
ん
な
暮

ら
し
を
し
て
い
る
の
か
情
報
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
伸
一
郎
さ
ん
）
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
ら
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
の

び
の
び
と
育
て
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
24
年
の
雲
南
市
空

き
家
見
学
ツ
ア
ー
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
知
り
、
ツ
ア
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
雲
南
市
の
風
景
に
ふ
る
さ
と
を

感
じ
、
住
む
こ
と
を
真
剣
に
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
洋
子
さ
ん
）
出
産
を
控
え
て
い

た
の
で
、
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、優
木
が
生
ま
れ
、

平
成
25
年
に
家
族
３
人
で
雲
南
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
以
前
、
仕
事

の
関
係
で
山
陰
に
住
ん
で
い
た
の

で
、「
縁
」
の
よ
う
な
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。

　
ま
た
夫
と
同
じ
よ
う
に
雲
南
市

の
風
景
が
気
に
入
っ
た
こ
と
と
、

地
域
の
方
々
が
み
な
さ
ん
良
い
人

だ
っ
た
の
で
移
住
を
決
め
ま
し

た
。

　雲
南
市
へ
移
住
し
た

　き
っ
か
け
は
？

　お
仕
事
は
決
ま
っ
て

　い
た
の
で
す
か
？

　実
際
に
住
ん
で
み
て
の

　感
想
は
？

　定
住
を
考
え
て
い
る
方
へ

　メ
ッ
セ
ー
ジ

UI ターン
interview
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雲
南
市
の
皆
さ
ん
、
移
住
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
酒
井
で

す
。

　
今
ま
で
雲
南
市
の
多
く
の
方
々

に
支
え
て
い
た
だ
き
、
移
住
し
て

丸
４
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
雲
南
市
に
移
住
し
た
き
っ

か
け
は
、
家
族
や
親
戚
が
住
ん
で

い
た
わ
け
で
は
な
く
、た
ま
た
ま
、

「
雲
南
市
で
働
か
な
い
か
。」
と
い

う
知
人
の
誘
い
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
私
の
故
郷
で
あ
る
岐
阜
県
関せ
き

市
は
刃
物
の
ま
ち
で
、
た
た
ら
製

鉄
を
通
じ
て
雲
南
と
関
は
昔
か
ら

深
い
繋
が
り
が
あ
り
、
ご
縁
が
あ

る
地
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

く
思
い
ま
す
し
、
私
に
と
っ
て
雲

南
市
は
住
み
心
地
が
良
い
ま
ち
で

す
。

　
移
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
私
の
役
割
は
主
に
３
つ

あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
移
住
さ

れ
た
方
が
雲
南
市
で
快
適
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ

と
、
２
つ
目
は
、
雲
南
市
へ
の
移

住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し

て
、
移
住
が
実
現
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
こ
と
、
３
つ
目
は
、
雲

南
市
の
暮
ら
し
や
取
り
組
み
の
様

子
を
外
部
へ
発
信
す
る
こ
と
で

す
。

　
最
近
、
特
に
感
じ
る
の
は
、
移

住
者
も
し
く
は
移
住
相
談
者
は
、

若
い
世
代
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
平
成
25
年
度
に
雲
南
市
の
定

住
支
援
制
度
を
通
し
て
移
住
さ
れ

た
方
の
中
で
、
20
～
40
代
が
９
割

を
占
め
ま
す
。
移
住
の
目
的
は
い

く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
多
く
の

方
が
言
わ
れ
る
の
は
、〝
自
然
豊

か
な
と
こ
ろ
で
子
育
て
が
し
た

い
〟、〝
安
全
安
心
な
食
べ
物
を
子

ど
も
に
食
べ
さ
せ
た
い
〟
と
い
う

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
求
め
ら

れ
て
の
移
住
で
す
。
移
住
者
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
に
と
っ

て
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

誰
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
雲
南

市
に
な
る
よ
う
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
互
い
に
協
力
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
移
住
者
へ
の
支
援
を

通
し
て
、
地
元
の
方
が
笑
顔
に
な

ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
雲
南

市
へ
の
移
住
者
及
び
雲
南
市
へ
の

訪
問
者
数
を
増
や
す
こ
と
が
、
私

が
雲
南
市
に
対
し
て
で
き
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く

い
た
だ
い
た
ご
縁
で
す
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
こ
の
地
で
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｐrofile
雲南市移住支援コーディネーター　酒

さか
井
い
聖
まさ
文
ふみ
さん

岐阜県出身。大学卒業後、横浜・都内の企業で設計システ
ムやマーケティングリサーチの営業職を経て、平成 22年
８月に雲南市へ移住。平成 22年から２年間、掛合町波多
にある「さえずりの森」の管理人として働き、平成 24年
雲南市移住支援コーディネーターに就任。

ＵＩターンフェア in 広島
広島にて、島根への移住を検
討している人向けのフェア

うんなん体験ツアー
雲南市への移住検討者と先輩移
住者との意見交換会

うんなん医療見学ツアー
雲南市への移住を検討している
医療関係者向けのツアー

ぼくらの移住計画
東京・下北沢にて、地方への移
住を検討している人向けのイベ
ント

雲南市の暮らしや取り組みを、
雲南市定住サイト「ほっこり雲南」（http://hokkori-unnan.jp/）や

Facebook ページ「ほっこり雲南」（https://www.facebook.com/HokkoriYunNan）で
発信しています。是非、ご覧くださいね！

雲南暮らし
の情報発信

中

 ＵＩターン者誘致の取り組み

移住支援
コーディネーター

interview
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合
併
以
降
、
雲
南
市
の
人
口
流
出
は
続

い
て
お
り
、
特
に
20
代
～
30
代
の
世
代
を

中
心
に
、
年
間
お
よ
そ
１
５
０
～
２
０
０

人
減
少
し
、
人
口
の
社
会
動
態
（
転
入
者

と
転
出
者
の
差
引
）
の
改
善
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
出
身
者
の
Ｕ

タ
ー
ン
者
や
、
20
代
～
30
代
を
中
心
と
す

る
子
育
て
世
代
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
積
極
的

に
推
進
す
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
の
様
々

な
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
誘
致
・
育

成
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
課
題
解
決
と
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
移
住
定
住
の
相
談
を
受
け
る
中
で
、
必

ず
聞
か
れ
る
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
「
仕
事
」、「
住
環
境
」、「
子

育
て
・
教
育
の
環
境
」
で
す
。

「
仕
事
」

　
雲
南
市
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
．７
７

倍
（
平
成
26
年
５
月
現
在
）
で
、
島
根
県

平
均
１
．１
９
倍
（
平
成
26
年
３
月
）
よ

り
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
更
な
る
企
業
誘
致
や
地
元
企
業
と
の

連
携
強
化
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、
あ
る
い

は
起
業
支
援
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の
創
出

や
、
農
林
業
な
ど
の
担
い
手
の
確
保
と
育

成
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
住
環
境
」

　
市
で
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
よ
り

移
住
定
住
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す

人
口
減
少
を
く
い
と
め
る
た
め
に

移
住
定
住
に
必
要
な
も
の

積
極
的
な
移
住
定
住
策
を

が
、
さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
を
強
め
、
空

き
家
の
確
保
と
活
用
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
公
営
賃
貸
住
宅
の
整

備
や
民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
促
す
施

策
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
分
譲
宅

地
の
造
成
な
ど
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
子
育
て
・
教
育
の
環
境
」

　
近
年
の
若
い
世
代
で
は
共
働
き
世
帯
の

割
合
が
増
え
て
お
り
、
働
き
な
が
ら
子
育

て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
よ
り
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

保
育
所
の
拡
充
や
幼
保
一
元
化
に
よ
る
受

入
れ
定
員
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
保
育

所
の
待
機
児
童
を
解
消
し
、
さ
ら
に
は
、

よ
り
良
い
保
育
環
境
の
整
備
な
ど
が
必
要

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

推
進
す
る
な
ど
、
雲
南
市
は
地
域
や
関
係

の
み
な
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
、
先
進
的
な

教
育
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
さ

ら
に
高
校
や
地
域
、
企
業
と
つ
な
い
だ
新

た
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　
地
域
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
移

住
定
住
対
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
雲
南
市
で
は
、
三
つ
の
大
き
な
課
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
よ
り
積
極

的
な
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
具
体
的
に
事
業
を
す
す
め
て
い

く
う
え
で
、
地
域
自
主
組
織
の
み
な
さ
ま

や
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
み
な
さ
ま
と
、
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
現
在
、
平
成
27
年
度
か
ら
む
こ
う
10
年

の
雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
と
な
る
第

２
次
総
合
計
画
を
策
定
中
で
す
。
市
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
の
具
体
的
な
提
案
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
：
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
☎
０
８
５
４

－

40

－

１
０
１
４
）

これからの
課　題
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市制施行 10 周年記念イベント

「ＮＨＫのど自慢」開催

　市制施行 10 周年を記念して、三刀屋文化体育館アスパ
ルで「NHKのど自慢」が開催されました。
　500 組を超える出場申込みがあり、ハガキで選出された
231 組の皆さんが前日の土曜日に予選会に挑み、その中か
ら 20 組が出場し自慢ののどを披露しました。
　また、観覧希望も 3,996 通の応募の中から、当選した約
1,100 人が来場し、会場は熱気に包まれていました。

ＮＨＫのど自慢の様子

６/15

（表紙右下写真掲載）

ピアニスト仲
なか

道
みち

郁
いく

代
よ

さんと！
～ピアノの魅力を味わおう～

　世界的ピアニスト仲
なか

道
みち

郁
いく

代
よ

さんによるピアノのワーク
ショップが、加茂文化ホールラメールで開催されました。
（株）キラキラ雲南は、（財）地域創造の助成をうけ、９月に
特別ゲストとして仲道さんを招いて音楽祭 “熱狂ＵＮＮＡ
Ｎ ”を実施することから、それに先駆け、子どもたちとの
交流が行われました。150 人の参加者は、ステージ上の客
席に座り、躍動感あふれる演奏を間近で鑑賞しました。音
をカラーボールやフラフープをつかって表したり、体で感仲道さんと交流する様子

じたり、子どもたちは仲道さんがつくり出す音の世界にひき込まれていました。９月の公演では、子
どもたちとの共演も予定しています。お楽しみに！

４/13 ６/８

次世代を担う子どもたちへ‥

海潮中学校キャリア教育講演会開催

　雲南市では、ふるさと雲南への誇りと将来への夢や希望
をもち、すすんで社会貢献していこうとする心豊かな子ど
もたちを育成する目的でキャリア教育を行っています。
　その教育の一環として、海潮中学校に、大東町出身の苅

かり

田
た

吉
よし

夫
お

さん（森ビル株式会社特別顧問）を講師に迎え、「日
本の未来を担う皆さんへ」と題し講演していただきました。
　苅田さんは、外務省外交官の経験などから、世界から見
た日本の昔と今をわかりやすく説明され、日本、雲南の素

ハーモニカで校歌を演奏する苅田さんと
海潮中学校の生徒たち

４/13 6/17

晴らしさについて語られました。
　最後に「何事も後ろ向きではなく前向きに、コミュニケーションを大切にして、なんでもチャレンジ
する中学生活を送ってください」とエールを送られました。
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長嶺さんのお話

グループセッションの様子

第２回「幸雲南塾 2014 ～若者チャレ
ンジ講座～」開講

　２回目となる今回のテーマは「地域課題を考える」。 
旧久野幼稚園に 60 名を超える参加者が集い、ゲスト講
師 ＮＰＯ法人Ｇ

グ ロ ウ

ＬＯＷ 理事 長
なが

嶺
みね

由
ゆ

衣
い

子
こ

さんより、地域
医療の課題に対する取り組みの報告がありました。
　沖縄の離島「粟

あ

国
ぐに

島
じま

」でたった一人の医師として、診
療だけでなく地域の方々と疾病予防の活動を立ち上げ、
ドクターヘリの出動回数を半減させた取り組みや、国内

４/13 6/21

外の医療・健康格差を改善するため、志ある医療者への
研修提供を行い、医療者不足地域へ医師・看護師を紹介
する「ＮＰＯ法人ＧＬＯＷ」の活動のお話をいただきま
した。 地元住民の方から医療関係者、宮城や東京から
も参加があり、皆さん熱心に聴講されました。 続く先
輩塾生による高齢者を対象とした「買い物支援」と「健
康づくり」に関する事例の紹介や塾生のプランを磨く「グ
ループセッション」も白熱。 プラン実践に向け、塾生
たちのチャレンジも加速する一日となりました。

フードコートでの総会の様子さまざまな試食品

雲南の食の幸を食べて交流
～「雲南市農商工連携協議会」総会～

　「みんなでつくる！うんなんのほんもの」を合言葉に地域資源を活用した商品開発等を行う雲南市
農商工連携協議会の第６回総会及びワークショップ、試食交流会が開催されました。
　会場には総会後の試食交流会に力を入れようと、調理ができるサンチェリヴァ１階のフードコート
が選ばれ、参加した約 60 人が各社自慢の約 30 品を試食し、賑やかに交流しました。

６/23

　また、総会にあわせて開催されたワークショップ「売れる商品開発会議」は、今後、月１回のペー
スで 11 月まで開催される予定です。ご興味のある方は是非ご参加ください。
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伝達式の様子

　雲南地区保護司会、大
おお

仁
に

地区更生保護女性会、雲南市
犯罪のない安心で安全なまちづくり推進会議、飯石地区
更生保護女性会などの関係者が出席し、「社会を明るく
する運動」並びに「青少年非行・被害防止」のメッセー
ジ伝達式を勤労青少年ホーム２階会議室で行いました。
　伝達者は、雲南地区保護司会の三

み

木
き

弘
こう

道
どう

会長と雲南警
察署の石

いし

川
かわ

忠
ただ

文
ふみ

署長で、速水市長に協力を要請されまし
た。

社会を明るくする運動・青少年非行・
被害防止メッセージ伝達式開催

４/13 7/１

　両メッセージを受け、速水市長は、「今後とも関係機関や団体等のご支援、ご協力をいただきながら、
積極的に青少年健全育成施策を推進していく」と誓いを述べました。

小林正美さんの講演の様子

雲南市防災講演会

　木次経済文化会館チェリヴァホールで雲南市防災会議
を開催し、地域自主組織をはじめ、約 100 人の市民が参
加しました。
　「みんなで守る私の雲南」〜土砂災害の危険性〜と題
して小

こ

林
ばやし

正
まさ

美
み

さん（京都大学名誉教授）に講演してい
ただきました。小林教授は講演の中で、「万が一災害が
起こったときは、地域の実情に応じた対応が必要」と話
されました。
　雲南市では５月に、防災ハンドブック・ハザードマッ

プ第２版を全戸配布しています。また、今年度も防災に関する出前講座を受け付けています。こうし
た機会を通じて、防災意識を高め、もしものときに備えましょう‼

４/13 6/27

会場の様子

看板

かとうかなこさんと
旅するフランス市場ａ̀松笠　開催♪

　アコーディオン奏者 かとうかなこさんと旅するフラン
ス市場が、「音楽がつなぐ人・街・心実行委員会（名

な

原
ばら

佳
よし

子
こ

委
員長）」主催により松笠交流センターで行われました。
　会場では、フランスのお菓子、カフェ、雑貨など11店舗が
出店したマルシェ（市場）が開かれ、市内外から約 250 人の

６/28

来場がありました。かとうかな
こさんのアコーディオンライブ
では、「巴

ぱ

里
り

の空の下セーヌは
流れる」の主題歌など 8 曲を披露され、来場者を楽しませていました。　
　かとうさんは、10 月４日に山王寺棚田でのライブ、12 月 21 日のラメール
でのコンサートが決まっており、1 年を通して雲南市を音楽で盛り上げてい
ただく予定です。
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涼風と森林浴を求めて

　県の名勝・天然記念物「雲見の滝」（三刀屋町多久和）
の滝開き祭りが行われました。
　早朝から地元のみなさんによる遊歩道の清掃が行われ、
祭りでは、水の恵みに感謝し、涼と癒しを求めて訪れる観
光客の安全を祈願しました。
　夏には、雄大な滝がもたらす爽やかな涼風と、野鳥のさ
えずりを聞きながらの森林浴等、自然が満喫できる場とし
て多くの観光客で賑わうことでしょう。

「滝開き祭り」の様子

７/6

武藤所長と速水市長

　雲南市では、市政運営を円滑に図るため、専門的学識経験
により指導または助言を行う『雲南市名誉顧問』の称号を、
学校法人日本体育大学日体大総合研究所　武

む

藤
とう

芳
よし

照
てる

所長に送
りました。
　武藤所長は、旧飯石郡吉田村からの繋がりで、保健・医療・
福祉・教育とつなぐ機関『身体教育医学研究所うんなん』の
設立にご尽力いただき、現在も研究所の運営委員長として指
導・支援をしていただいます。
　武藤所長は「縁が繋がって『身体教育医学研究所うんなん』
が雲南市で立ち上がりました。これを機にさらに発展するこ
とを願っています」と述べられました。

雲南市名誉顧問称号贈呈式
４/13７/4

安全・安心のまちづくり・災害
時における応急対策業務に関す
る協定書調印式

　災害時における応急対策業務に関する協定書の調印
式が、勤労青少年ホーム２階会議室で行われ、雲南市
建設業協会 植

うえ

田
だ

耕
こう

志
じ

会長、雲南市建築業協会 都
つ

間
ま

正
まさ

隆
たか

会長、雲南市水道協会 吾
あ

郷
ごう

廣
ひろ

幸
ゆき

会長、速水市長が
それぞれ協定書に署名・調印しました。
　この協定は、市内の建設業 38 社と建築業 23 社、水
道業 29 社が、万が一大規模な自然災害が発生した際、
現場での迅速な対応を行っていただくとともに、パト

調印後の記念写真
（左から都間会長、速水市長、植田会長、吾郷会長）

７/4

ロール等を行い情報提供や応急措置を行っていただくものです。
　植田会長は、あいさつの中で「地域を守るため要請があれば全力で協力します」と決意を述べられま
した。
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５
月
の
終
わ
り
に
、
長
野
県
の
「
ア
フ
ァ
ン
の
森
」
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
森
を
創
ら
れ
た
Ｃシ
ー

．Ｗダ
ブ
リ
ュ
ー．
ニ
コ
ル
さ
ん
は
、
英
国
の

ウ
ェ
ー
ル
ズ
生
ま
れ
で
50
年
前
に
来
日
、
日
本
国
籍
を
持
つ

作
家
で
あ
り
、「
こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
日
本
の
未
来
の
た

め
に
」森
を
守
る
活
動
も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

長
野
県
黒く
ろ

姫ひ
め

山や
ま

に
「
ア
フ
ァ
ン
の
森
」
を
創
ら
れ
ま
し
た
。

　
ア
フ
ァ
ン
は
、
ニ
コ
ル
さ
ん
の
故
郷
に
あ
る
「
ア
フ
ァ
ン

森
林
公
園
」
に
由
来
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
「
風
の
通
る
と

こ
ろ
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
陽
が
射
し
、
風
通
し
の
良

い
森
の
蘇よ

み
が
え

り
を
願
っ
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
雲
南
市
は
、
面
積
の
８
割
が
山
林
で
あ
り
、
今
、
里
山
が

か
つ
て
持
っ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
能
、
食
料
供
給
機

能
を
取
り
戻
す
「
た
た
ら
の
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
た
れ
た
ニ
コ
ル
さ

ん
の
雲
南
市
へ
の
訪

問
が
、
ア
フ
ァ
ン
の

森
を
訪
れ
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
は
、
雲
南
市

が
め
ざ
す
「
人
と
自

然
が
共
生
す
る
里
山
」

の
ま
さ
に
先
進
地
で

あ
り
、
実
現
へ
の
ニ

コ
ル
さ
ん
の
強
固
な

信
念
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
で
あ
る
こ
と
を

確
信
し
ま
し
た
。

「
ア
フ
ァ
ン
の
森
」
を
訪
れ
て

市長コラム

C.W. ニコルさんの話しを聴く速水市長

追悼のことばを述べる速水市長

雲南市戦没者追悼式

　加茂文化ホールラメールにおいて、ご遺族の皆様など
約 400 人の参列をいただき、雲南市戦没者追悼式を開催
しました。来場者全員で黙とうを捧げた後、市長から「平
和を」の精神の基、これまでにも増して平和への歩みを
力強く進めるとともに、市民一丸となって雲南市発展の
ために歩んでいくことを決意する、追悼のことばを捧

ささ

げ
ました。このほか、遺族会代表、来賓の方々の献花等が
行われ、会場全体で平和への誓いを新たにしました。

　ふれあいホールでは、共催事業で平和展示会が３日間にわたり開催され、昭和館（東京）の資料展
示のほか、当時の懐かしい様子をうかがい知ることができる、雲南市遺族会会員の家族アルバム等も
展示され、多くの人が訪れていました。

４/13 7/8

深田委員へ委嘱状を交付する速水市長

雲南市原子力発電所
環境安全対策協議会設置

　雲南市では、中国電力株式会社島根原子力発電所の周辺
環境への影響、安全対策等を把握し、市民の安全及び健康
の確保等、市民の意見を原子力安全対策に反映する目的で
雲南市原子力発電所環境安全対策協議会を設置しました。
　委員は市議会議員、各種団体や公募等から選出された方

７/10

35 人で組織され、任期は２年。１回目の会議は勤労青少
年ホーム２階会議室で行われ、委員を代表して、市議会の
深
ふか

田
だ

徳
のり

夫
お

議長へ速水市長が委嘱状を交付し、その後、中国電力株式会社から「島根原子力発電所２号機
新規制基準への適合性確認申請の概要」について説明がありました。
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　平成27年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は、受付期間内に受験申込書を
提出してください。
　詳細は雲南市ホームページ（http://www.city.unnan.shimane.jp）をご覧ください。

１．試験区分、採用予定人員、受験資格

試  験  区  分 採　　用
予定人員 受　　　験　　　資　　　格

一　般　事　務
（大学卒業程度）

各若干名

（1）昭和60年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方。
（2）学歴・性別は問いません。
（3）日本国籍を有する方に限ります。

一　般　事　務
（高校卒業程度）

（1）平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方。
（2）大学卒業者 （卒業見込みを含む） は受験できません。
（3）性別は問いません。
（4）日本国籍を有する方に限ります。

土　　　　木
（短大・高専卒業程度）

（1）昭和60年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方。
（2）学歴 ・ 性別は問いません。
（3）日本国籍を有する方に限ります。

保　育　士
・

幼稚園教諭

（1） 昭和60年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格と幼稚園教諭免許の
両方を有する方 （平成27年３月末日までに当該資格 ・ 免許を取得する見
込みの方を含む）。

（2）学歴 ・ 性別は問いません。

一　般　事　務
（身体障がい者）

（1）昭和60年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方。
（2）身体障害者手帳の交付を受けている方
（3）採用後において、自力により通勤ができ、かつ、介助者なしに職務の遂行
　  ができる方。

（4）活字印刷文による出題に対応できる方。

２．受付期間
　　平成26年７月15日（火）  ～ 平成26年８月15日（金）

　※受付時間は、土曜日・日曜日・祝日を除く、午前８時30分から午後５時15分まで。

３．試験日及び試験会場
区　　分 試　験　日 試 験 会 場

第１次試験
平成26年９月21日（日）

雲 南 市 役 所
（雲南市木次町木次 1013-1）受付時間　　8 : 30 ～ 8 : 50

試験開始　　9 : 15 ～
※第２次試験を10月下旬～11月上旬ごろ、第３次試験を11月中旬ごろに予定しております。
※職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験及び職員として採用された後の人事管理にかかわ
　る事務に利用することを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありません。　

■問い合わせ先

　雲南市役所総務部人事課 ☎0854-40-1021 〒699-1392 島根県雲南市木次町木次1013番地1
　　　　　　　　E-mail：jinji@city.unnan.shimane.jp

雲南市職員採用試験（平成27年度採用）受験案内

平成26年度
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
造
影
剤
は
病
院
で
行
わ
れ
る
Ｃ
Ｔ
検
査
、
М
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど
の
画
像
検

査
に
使
わ
れ
る
、
お
薬
の
一
種
で
す
。

　
血
管
か
ら
注
入
す
る
も
の
は
、
ヨ
ー
ド
造
影
剤
と
い
う
も
の
で
こ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
画
像
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
よ
り
良
く
表
わ
し
た

り
、
血
管
の
様
子
や
病
気
で
変
化
し
て
い
る
部
分
を
さ
ら
に
詳
細
に
描
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
健
診
や
ド
ッ
ク
な
ど
で
使
用
す
る
白
い

バ
リ
ウ
ム
も
消
化
管
の
診
断
の
た
め
の
造
影
剤
で
す
。
ち
ょ
っ
と
飲
み
に

く
い
で
す
が
、
お
い
し
い
バ
リ
ウ
ム
だ
と
胃
液
が
出
て
撮
影
し
た
画
像
が

鮮
明
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

な
ぜ
造
影
剤
を
使
う
の
か
？�

　
例
え
ば
Ｃ
Ｔ
検
査
で
造
影
剤

を
使
用
せ
ず
に
検
査
を
し
た
場

合
、
こ
れ
を
単
純
Ｃ
Ｔ
と
い
い
ま

す
が
、
Ⅹ
線
が
身
体
の
中
を
通
り

に
く
い
骨
な
ど
は
画
像
上
白
く
写

り
ま
す
が
、
Ⅹ
線
の
吸
収
の
差
が

あ
ま
り
な
い
臓
器
や
脂
肪
組
織
の

中
の
病
気
は
、
病
巣
を
鮮
明
に
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
脳
や
心
臓
な
ど
に
栄
養
を
送
る

細
い
血
管
の
走
行
状
態
や
、
狭き
ょ
うさ

く
し
て
い
る
（
管
が
狭
く
な
っ
て

い
る
）
と
こ
ろ
の
把
握
と
動ど
う
静じ
ょ
う

脈み
ゃ
く

瘤り
ゅ
う

（
血
管
が
膨
ら
ん
だ
状
態
）
の

有
無
を
観
察
し
、
病
気
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
形
や
大
き
さ

を
調
べ
て
治
療
の
方
針
を
決
め
る

と
き
に
、
よ
り
精
密
で
正
確
な
検

査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
単
純
Ｃ
Ｔ
だ
け
で
は
判
断
し

に
く
い
場
合
や
病
気
に
つ
い
て
詳

し
く
調
べ
た
い
場
合
に
造
影
剤
を

使
っ
た
検
査
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。

造
影
検
査
後
は�

　
検
査
の
た
め
体
内
に
入
っ
た
造

影
剤
は
体
内
に
残
る
こ
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
腎
臓
や
肝
臓

を
通
っ
て
体
外
に
排
泄
さ
れ
ま

す
。
排
泄
量
と
そ
れ
に
要
す
る
時

間
は
、
腎
臓
の
働
き
が
正
常
で
あ

れ
ば
注
入
後
２
時
間
後
で
約
40
％

～
70
％
、
さ
ら
に

24
時
間
～
96
時
間

後
に
は
ほ
ぼ
全
て

の
量
が
排
泄
さ
れ

ま
す
。
造
影
剤
は

腎
臓
か
ら
尿
と

い
っ
し
ょ
に
排
泄

さ
れ
ま
す
の
で
、

造
影
検
査
後
は
水

分
を
通
常
よ
り
多

め
に
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

連
絡
先

☎
０
８
５
４-

43-

２
３
９
０

�

雲
南
市
立
病
院
（
代
表
）

副
作
用
は
？�

　
造
影
剤
に
は
ご
く
稀
で
す
が
副

作
用
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
副
作
用
と
し
て
多
い
の
は
、
じ

ん
ま
し
ん
、
か
ゆ
み
、
吐
き
気
な

ど
で
造
影
剤
注
入
後
10
分
以
内
に

起
こ
る
こ
と
が
多
く
軽
い
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
適
切
な
治
療
が
行
え
る
よ

う
、
医
師
立
ち
会
い
で
造
影
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ

も
稀
で
す
が
検
査
後
し
ば
ら
く

経
っ
て
か
ら
、
か
ゆ
み
や
じ
ん
ま

し
ん
、
吐
き
気
や
頭
痛
、
め
ま
い

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま
し
た
ら
、

病
院
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
造
影
剤
に
つ
い
て
の
お
は
な
し
」

造影剤を使用して撮影した画像造影剤なしで撮影した画像
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今
年
度
か
ら
当
院
で
は
、
久
野
地

区
振
興
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
っ
ち
ラ

ボ
、
雲
南
市
と
の
協
働
に
よ
る
「
地

域
暮
ら
し
体
験
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

雲
南
市
立
病
院
に
実
習
に
来
て
い
る

医
学
生
、
研
修
医
な
ど
を
対
象
に
、

臨
床
実
習
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
暮

ら
し
の
実
態
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
患
者
さ
ん
と
家
族
の
生
活
背

景
や
地
域
の
特
性
を
理
解
し
、
診
療

や
看
護
ケ
ア
に
活
か
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
退
院
支
援
や
在
宅
療
養
、
社

会
復
帰
な
ど
へ
も
配
慮
し
た
支
援
が

展
開
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
７
月
15
日
ま
で
に
研
修
医
１
人
、

医
学
生
３
人
が
こ
の
体
験
に
出
掛
け

ま
し
た
。
今
回
は
７
月
３
日
の
暮
ら

し
体
験
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
午
前
中
に
久
野
地
区
上
組
集
会
所

の
高
齢
者
サ
ロ
ン
「
福
・
ふ
く
サ
ロ

ン
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
雲
南
市
立

病
院
保
健
推
進
課
の
松
浦
保
健
師
が

出
前
講
座
を
実
施
し
、
参
加
者
の
血

圧
測
定
を
し
た
り
、
日
頃
の
健
康
づ

く
り
や
気
が
か
り
な
こ
と
な
ど
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
三
刀
屋
町
中
野
に
移

動
し
、
地
域
の
方
で
運
営
す
る
「
笑え

ん
が
わ
市
」
と
中
野
交
流
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
ま
し
た
。「
笑
ん
が
わ
市
」

は
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
Ｊ
Ａ
跡
地
を

再
利
用
し
、
持
ち
寄
り
産
直
市
、
寄

り
合
い
の
場
所
と
し
て
復
活
し
た
所

で
す
。
近
隣
の
み
な
さ
ん
と
の
情
報

交
換
の
場
に
な
る
な
ど
、
福
祉
の
機

能
と
し
て
も
大
い
に
役
立
つ
場
所
に

な
っ
て
お
り
、
医
療
者
と
し
て
一
緒

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
を
学
ぶ
良

い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
中
野

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
高
齢

者
（
65
歳
以
上
で
現
在
は
自
立
し
て

暮
ら
し
て
い
る
が
、
要
支
援
・
要
介

護
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
）
の
サ

ロ
ン
へ
参
加
し
ま
し
た
。
利
用
者
さ

ん
か
ら
「
い
い
医
者
さ
ん
に
な
っ
て

な
！
が
ん
ば
る
ん
だ
よ
」
と
医
学
生

の
手
を
握
り
、
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
体
験
実
習
の
最
後
に
は
、

学
び
の
最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

医
学
生
か
ら
は
「
サ
ロ
ン
な
ど
に
出

て
来
ら
れ
な
い
方
を
ど
う
す
る
か
が

大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
た
。
今
後

は
病
院
と
地
域
の
繋
ぎ
の
視
点
を

も
っ
て
、
今
後
の
実
習
や
勉
強
に
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。」
と
い
う

学
び
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
研
修
医
か
ら
は
「
地
域
医
療
の
現

場
を
訪
れ
て
、
実
際
に
一
人
ひ
と
り

と
会
話
し
な
が
ら
血
圧
測
定
を
し

て
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ

と
は
、
病
院
で
は
中
々
で
き
な
い
経

験
で
、自
分
も
素
直
に
喜
べ
た
」、「
自

分
に
は
サ
ロ
ン
な
ん
て
ま
だ
早
い
、

と
い
う
理
由
で
参
加
さ
れ
な
い
方
も

多
い
と
聞
い
た
。
一
度
見
学
に
来
て

も
ら
っ
た
り
、『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
』

と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
変
え
て
み
て

は
ど
う
か
」
と
、
体
感
し
た
中
で
の

提
案
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲出前講座で血圧測定する
　研修医

▲サロン利用者と握手する医学生▲最終報告の様子

地
域
暮
ら
し
体
験
始
ま
っ
て
ま
す
！

　当院のふれあい病棟（介護療養型医療施設）では、おや
つの時間があります。
　栄養管理科では病棟が開設された当初から、毎日手作り
おやつの提供を続けています。今回はそのおやつの一部を
紹介します。
　患者さん一人ひとりの状態にあわせ、安全に、おいしく
食べていただけるよう、職員が心を込めて作っています。

ミルクプリン さつま芋ケーキ ピーチ寒天 豆乳ムース 黒糖ゼリー

ホットケーキ ババロア

ふれあい病棟　おやつ紹介ふれあい病棟　おやつ紹介ふれあい病棟　おやつ紹介
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　平成27年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は受付期間内に申込書を提出
してください。詳細は雲南市立病院ホームページ（http://unnan-hp.jp）をご覧ください。

［１］ 試験区分、採用予定人数及び受験資格 　 
試�験�区�分 採用予定人数 受　　験　　資　　格

看 護 師 若 干 名 昭和55年４月２日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人
（免許取得見込の方含む。）

助 産 師 若 干 名 昭和55年４月２日以降に生まれた人で、助産師の免許を有する人
（免許取得見込の方含む。）

管理栄養士 １ 名 昭和60年４月２日以降に生まれた人で、管理栄養士の免許を有す
る人（免許取得見込の方含む。）

理学療法士 若 干 名 昭和55年４月２日以降に生まれた人で、理学療法士の免許を有す
る人（免許取得見込の方含む。）

作業療法士 １ 名 昭和55年４月２日以降に生まれた人で、作業療法士の免許を有す
る人（免許取得見込の方含む。）

［２］ 受付期間 　 

　　平成26年８月１日（金）～平成26年８月15日（金）
●受付時間は、土・日・祝日を除く午前９時００分から午後４時００分まで。
●郵送の場合は、平成26年８月15日（金）までに到着したものを受け付けます。

［３］ 試験日時及び試験会場 　 

試験日時
平成26年８月22日（金）
　　●受　　付　１３時３０分から１３時４５分
　　●試験時間　１４時から

試験会場 雲南市立病院（雲南市大東町飯田９６番地１）
※職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験及び職員として採用された後の
人事管理に係る事務に利用することを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありませ
ん。

平成26年度　雲南市立病院職員採用試験受験案内

－問い合わせ先－
　　〒699-1221 島根県雲南市大東町飯田９６番地１
　　　　　　　　　　雲南市立病院　事務部総務課
　　　　　　　　　　　　　TEL（０８５４）４３－２４４１（直通）
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８月 ・ ９月の開催日 ：

　　 ８月　８日 （金） ・ ２２日 （金）

　　 ９月１２日 （金） ・ ２６日 （金）

病気についての不安を抱える患者さま・ご家族の交流の場であり
情報交換・学習の場です。参加費等は必要ありません。

どなたでも自由に参加できるサロンです。
問い合わせは…雲南市立病院　保健推進課　電話 0854-43-3602

展示
コーナ

ーのご紹介

大東おりづる会

絵手紙友の会
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【
１
歳
６
か
月
児
健
診
】

　
平
成
25
年
度
に
発
達
障
が
い
＊
や
児
童

虐
待
な
ど
の
早
期
発
見
・
支
援
を
主
な
ね

ら
い
と
し
た
「
島
根
県
１
歳
６
か
月
児
健

康
診
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
作
成
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
内

容
で
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
歳
６

か
月
は
、
一
人
歩
き
が
で
き
、
意
味
の
あ

る
こ
と
ば
を
話
す
こ
と
が
増
え
、
他
の
人

の
感
情
を
察
す
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
な

ど
、
社
会
性
が
発
達
す
る
時
期
で
す
。
発

達
障
が
い
に
は
早
い
時
期
に
周
り
の
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
の
健
診
で
早
期
発
見
し
、
早
く

か
ら
支
援
を
始
め
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

＊
発
達
障
が
い･･･

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
力
、
社
会
性
、
想
像
力
等
が
障
害

さ
れ
る
脳
機
能
の
障
が
い
を
い
い
ま
す
。

【
３
歳
児
健
診
】

　
今
年
度
か
ら
、
雲
南
市
立
病
院
の
視
能

訓
練
士
さ
ん
が
健
診
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
、
近
視
や
遠
視
の
度
数
を
判
定
す
る

オ
ー
ト
レ
フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
（
写
真
）

を
使
用
し
た
検
査
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

視
覚
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
よ
り
精
度
の
高
い
視
力
検
査
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
、
３
歳
児
健
診
で
早
期

発
見
し
た
い
弱
視
な
ど
の
眼
の
病
気
を
も

ら
す
こ
と
な
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
幼
児
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
病
気
の
早

期
発
見
や
成
長
の
確
認
を
詳
し
く
行
う
た

め
時
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
成
長
の
節
目

に
行
う
大
切
な
健
診

で
す
の
で
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

わが家のわが家のわが家の
おめでとうおめでとう

８月で満１歳満１歳満１歳

９月で満１歳（平成25年９月生まれ）のお子さんを募集！
写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　　　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで８月７日(木)までに情報政策課へお送りください。
　【問】情報政策課☎0854-40-1015　

　※市ホームページにも市報うんなんを掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のホープ」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町木次 1013-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のホープ」係

E-Mail を送られる場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のホープ」としてください。）
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幼
児
（
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児
）

健
診
内
容
等
が
変
わ
り
ま
し
た
！

翔
しょうき

輝ちゃん（大東町大東）
平成 25年８月 11日生まれ
しょうちゃん誕生日おめでとう。
モリモリ食べて元気で大きくなぁれ

川
本
太
郎
さ
ん
・
真
弓
さ
ん
の
お
子
さ
ん

亮
りょうが

冴ちゃん（木次町西日登）
平成 25年８月 30日生まれ
りょうがくん、1歳おめでとう
元気に大きくなってお兄ちゃんと遊
ぼうね

周
藤
英
明
さ
ん
・
千
佳
さ
ん
の
お
子
さ
ん

明
あ か り

佳里ちゃん（加茂町南加茂）
平成 25年８月 19日生まれ
あかりちゃん 1歳おめでとう
２人のお兄ちゃんと、いっぱい遊ん
で、元気に大きくなぁれ

諸
遊
智
昌
さ
ん
・
京
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん
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うん、なんでしょう

「ダニエルさんとの
� 雲南生活」

　今年の上半期（？）は「Ｕｎｎａｎハッピー桜ツ
アー」や「斐伊稲づくり体験活動」、「入間花田植え
のはやし子」、「菅谷たたらの蛍の乱舞」などダニエ
ルさんとたくさんの雲南を楽しみました。春からス
タートした「ジェジンとダニエルのおどろきももの
きさんしょのき」は僕たち二人の雲南珍道中。撮影
は驚きと発見の連続です。また、今学期もたくさん

の小学校を訪問しました。子どもたちとの交流はい
つもとても楽しいですね。そんな僕とダニエルさん
が楽しみにしているのが、交流後のおいしい給食の
時間。市内のＡＬＴ（英語指導助手）の皆さんも大
好きだそうです。ちなみに韓国ではお昼を食べる時
合掌はしません。
　さあこれから夏本番。雲南へ来て３度目の夏は大
東の七夕祭りに参加します。
　今からとても楽しみです。

　僕の雲南生活の様子はこちらに載っていますよ。
見てみて下さいね～
　⇒　www.facebook.com/leejaejin74
　　　www.facebook.com/unnantabunka

国際交流員（CIR）の迷言コーナー

（ちょっと一息） 「Ｕｎｎａｎハッピー桜ツアー」
桜も種類が色々ありました。

「入間花田植えのはやし子」
なおらいも楽しかったです！

「菅谷たたらの蛍」
とてもきれいでした!!

吉田小学校でのダニエルさんと僕の給食。
米粉パンがもちもちして美味しいです。

「ジェジンとダニエルの
おどろきもものきさんしょのき」
見るたびに恥ずかしいです。

「斐伊稲づくり体験活動」
２人とも生まれて初めて田んぼに入りました。

こんにちは、李
イ
在
ジェ
鎭
ジン
です。

　たたら製鉄に必要な砂鉄を効率よく採取する方法と
して考え出された『鉄穴流し』。今でも菅谷たたら山

さん

内
ない
など吉田町内には鉄穴流しの選

せん

鉱
こう

場
ば

の跡が現存して
います。

　
近
世
初
頭
、
永え
い

代だ
い

た
た
ら
が
誕
生
し
た
当
時
、

ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
た
砂
鉄
を
山
間
地
の
農
民

は
鉄
穴
流
し
を
副
業
と
す
る
こ
と
で
暮
ら
し
を
支

え
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
鉄
穴
流
し
で
流
さ
れ
た

土
砂
は
斐
伊
川
に
流
れ
て
堆た
い

積せ
き

し
、
天て
ん

井じ
ょ
う

川が
わ

と

な
っ
た
た
め
、
洪
水
を
も
た
ら
し
て
下
流
域
の
農

地
や
農
民
に
被
害
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
と
松
江

藩
は
斐
伊
川
の
鉄
穴
流
し
を
禁
止
し
て
し
ま
い

ま
す(

１
６
１
３
年
～
１
６
３
６
年)

。
こ
の
間
、

砂
鉄
が
入
手
で
き
な
く
な
っ
た
鉄て
っ

師し

は
経
営
が
困

難
と
な
り
、
副
業
が
で
き
な
い
農
民
も
苦
境
に
立

た
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
１
６
３
７
年
に
鉄
穴
流

し
が
解
禁
さ
れ
、
再
び
た
た
ら
の
経
営
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、
１
７
２
７
年
に
は
、
御お

買か
い

鉄て
つ

制せ
い

度ど

を
廃
止
し
て
鉄
穴
場
を
縮
小
し
、
鉄
師
の
数
を

制
限
し
て
保
護
す
る
政
策
が
始
ま
り
ま
す
。一
方
、

農
民
が
藩
に
納
め
る
年
貢
米
は
増
加
し
、
年
貢
米

が
納
め
ら
れ
な
い
農
民
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
幕
府
は
農
民
に
副
業
を
禁
じ
農
耕
に
専
念
す

る
こ
と
を
申
し
渡
し
ま
し
た
。
農
民
が
た
た
ら
製

鉄
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
、
砂
鉄

が
不
足
し
、
永
代
た
た
ら
の
操
業
は
再
び
困
難
を

極
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
幕
府
は
検
討
し
た
結
果
、
慶け
い

安あ
ん

の
お

触
れ
を
緩
和
す
る
改
革
を
定
め
、
山
間
地
の
た
た

ら
製
鉄
地
帯
で
は
、
再
び
農
民
の
鉄
穴
流
し
や
駄だ

馬ば

運
送
稼
ぎ
、
砂
鉄
や
木
炭
を
馬
で
運
送
す
る
業

務
が
可
能
と
な
り
、
農
民
た
ち
の
暮
ら
し
の
支
え

と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
の
後
編
で
は
実
際
に
鉄
穴
流
し
は
ど
ん
な

ふ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

菅谷たたら歴史物語

第三弾「鉄穴流し」前編
かんな

▲菅谷たたら山内の近くで行われていた鉄穴流しの砂鉄選
せん

鉱
こう

場
ば

跡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(萱

かや

ノ
の

鉄
かんな

穴場
ば

跡)
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現
在
、
か
か
と
を
つ
け
て
し
ゃ
が
め
な

い
、
両
腕
を
真
っ
直
ぐ
挙
げ
ら
れ
な
い
な

ど
、
体
の
柔
軟
性
や
筋
力
が
身
に
つ
い
て

い
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
実
態
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
故
障
・

け
が
や
成
長
期
の
発
育
を
妨
げ
る
一
因
と

な
り
、
さ
ら
に
、
将
来
の
足
や
腰
な
ど
運

動
器
の
疾
患
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
大
き
な
理
由
は
、
子
ど
も
が
か
ら
だ
を

動
か
す
機
会
の
「
不
足
」
と
「
過
多
」
の

二
極
化
に
よ
る
も
の
で
す
。
対
策
と
し
て

は
幼
少
期
か
ら
多
様
な
遊
び
を
経
験
す
る

こ
と
、
適
切
な
運
動
の
量
と
質
を
守
る
こ

と
で
す
。

　
特
に
成
長
期
の
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
場
合
は
、
私
た
ち
大
人
が
運
動
を
適

切
に
調
節
し
た
り
、
一
人
一
人
の
体
調
を

確
認
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、私
た
ち
は
、

研
究
所
運
営
委
員
長
で
あ
る
武む

藤と
う

芳よ
し

照て
る

氏

（
日
体
大
総
合
研
究
所
長
）
の
監
修
の
も

と
、
雲
南
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
関
係
者

の
ご
協
力
を
得
て
「
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ

障
害
予
防
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
前
半
の
理
論
編
で
は
、
子
ど
も
の
心
身

の
疑
問
を
Ｑ
＆
Ａ
で
解
説
し
て
い
ま
す
。

後
半
の
実
践
編
は
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
選
手
た
ち
が
モ
デ
ル
と
な
り
具
体
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
配
布
を
通
じ

て
、
少
し
で
も
故
障
や
け
が
な
く
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
を
心
か
ら
楽
し
め
る
子
ど
も
が

増
え
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

☎
０
８
５
４
︱

45
︱

０
３
０
０

　
研
究
所
う
ん
な
ん
で
は
雲
南
市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
併
せ

て
、
写
真
で
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
の
「
大
切
さ
」
と
「
楽
し
さ
」
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
研
究
所
内
で
厳
正
な
審
査
を
行
い
、作
品
総
数
29
作
品
の
中
か
ら
、最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
２
点
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今
後

は
入
賞
作
品
、
入
賞
作
品
以
外
の
作
品
も
研
究
所
が
運
動
を
普
及
す
る
際
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
選 

評 
　
男
の
子
が
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
姿
に
躍

動
感
が
あ
り
、
夢
中
に
な
っ
て
か
ら
だ

を
動
か
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
も
ス
ピ
ー
ド
感

が
あ
り
写
真
か
ら
飛
び
出
し
て
き
そ
う

な
勢
い
で
す
。
写
真
の
タ
イ
ト
ル
に
あ

る
よ
う
に
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
取
り
、

活
躍
出
来
る
よ
う
応
援
し
た
く
な
る
一

枚
で
す
。

 

選 

評 

　
体
操
教
室
に
参
加
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
が
口
を
大

き
く
開
け
な
が
ら
笑
っ
て

い
て
、
楽
し
く
体
操
し
て

い
る
様
子
が
と
て
も
よ
く

伝
わ
っ
て
く
る
写
真
で

す
。
ま
さ
に
、
か
ら
だ
を

動
か
す
「
楽
し
さ
」
が
伝

わ
っ
て
く
る
一
枚
で
す
。

 

選 

評 

　
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
ス
ク

ワ
ッ
ト
を
し
て
い
る
女
の

子
が
、
と
て
も
か
わ
い
ら

し
く
微
笑
ま
し
い
で
す
。

ま
た
、
同
じ
動
き
を
し
、

女
の
子
を
見
守
る
父
親
の

ま
な
ざ
し
に
愛
情
を
感
じ

ま
す
。

　
忙
し
い
中
で
も
、
子
ど

も
と
一
緒
に
楽
し
く
か
ら

だ
を
動
か
し
て
い
る
様
子

が
伝
わ
っ
て
く
る
写
真
で

す
。

【
優
秀
賞
】『
笑
い
ま
し
ょ
う
』

【
最
優
秀
賞
】

『
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

�

～
目
指
せ
!!
レ
ギ
ュ
ラ
ー
～
』

【
優
秀
賞
】『
親
子
で
ス
ク
ワ
ッ
ト
！
』

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
結
果
発
表

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

84

子
ど
も
の
か
ら
だ
に
異
変
あ
り
！

予
防
は
大
人
の
働
き
か
け
か
ら
！

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た
！information

住
宅
改
修
促
進
事
業

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
４

　
今
年
度
も
住
宅
改
修
工
事
へ
の

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

○ 

雲
南
市
の
耐
震
補
強
設
計
助
成

へ
の
上
乗
せ
助
成
　

○�

雲
南
市
の
耐
震
改
修
工
事
助
成

へ
の
上
乗
せ
助
成
　

○�

島
根
県
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
」
へ
の
上
乗
せ

助
成
　

○�

内
装
工
事
を
伴
う
新
規
の
下
水

道
施
設
接
続
工
事
へ
の
助
成

○�

環
境
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
改
修

及
び
エ
コ
住
宅
設
備
工
事
へ
の

助
成

※�

エ
コ
住
宅
改
修
と
は
‥

　
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
製

品
で
あ
る
窓
、
断
熱
材
を
設
置
す

る
工
事

※�

エ
コ
住
宅
設
備
と
は
‥

　
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
製

品
で
あ
る
太
陽
熱
温
水
器
、
節
水

型
ト
イ
レ
、
高
断
熱
浴
槽
も
し
く

は
エ
コ
製
品
と
な
る
高
効
率
給
湯

器
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す
る
工

事【
受
付
期
間
】

　
平
成
27
年
2
月
28
日
ま
で
。
た

だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

9月1日(月)9月1日(月)

・市民税（第２期）
・国民健康保険料（第２期）
・後期高齢者医療保険料（第２期）

８月の税金

納期限は

広 告 枠
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あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
雲
南
市
及
び
市
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

　
寄
附
金

　
舟ふ

な

木き

　
清

き
よ
し

さ
ん
（
加
茂
町
）

◎
ふ
る
さ
と
納
税

　
重し

げ
と
み富

徳の
り

夫お

さ
ん
（
千
葉
県
船
橋
市
）

　
落お

ち

部べ

達た
つ

雄お

さ
ん
（
奈
良
県
生
駒
市
）

information

表彰
状

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
叙
位
・
叙
勲

　
従
六
位
　
瑞
宝
双
光
章

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
故 

玉た
ま

木き

皐た
か
の
り典

さ
ん
（
木
次
町
）

◎
叙
位

　
正
六
位

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
故 

橋は
し
も
と本

敏と
し

雄お

さ
ん
（
木
次
町
）

　
正
六
位

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
故 

富と
み

田た

　
修

お
さ
む

さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

　
長
寿
障
が
い
福
祉
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
雲
南
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
の
在
宅
生
活
支
援
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊

急
時
に
対
応
で
き
る
緊
急
通
報

サ
ー
ビ
ス
の
加
入
費
用
や
月
額
使

用
料
な
ど
の
一
部
に
つ
い
て
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
サ
ー
ビ
ス
】

　
市
と
助
成
事
業
に
関
す
る
契
約

を
締
結
し
た
事
業
所
が
提
供
す

る
、
個
人
契
約
に
よ
り
加
入
す
る

次
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
基
本
サ
ー
ビ
ス

・
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　（
非
常
用
ボ
タ
ン
）

・
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

　（
メ
ー
ル
ス
イ
ッ
チ
・
火
災
報

知
機
・
扉
開
閉
セ
ン
サ
ー
等
）

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

助
成
事
業

　
江え

島じ
ま

利と
し
の
り典

さ
ん
（
奈
良
県
橿
原
市
）

　
入い

り
ざ
わ澤

達た
つ

夫お

さ
ん
（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）

　
景か

げ
や
ま
よ
し

山
喜
久ひ

さ

さ
ん
（
大
阪
府
高
槻
市
）

　
小こ

島じ
ま

良よ
し

枝え

さ
ん
（
東
京
都
立
川
市
）

　
中な

か
ざ
わ澤

伸の
ぶ
か
ず一

さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区
）

●
身
に
つ
け
る
サ
ー
ビ
ス

・
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
非
常
用
ボ
タ
ン
等

【
助
成
対
象
者
】

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
み

の
世
帯

・
一
人
暮
ら
し
障
が
い
者
世
帯

※ 

「
月
額
使
用
料
」「
身
に
つ
け

る
サ
ー
ビ
ス
」
は
別
途
要
件
が

あ
り
ま
す
。

【
助
成
金
額
】

・
初
期
設
置
費
用
　
２
万
２
千
円

・
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
非
常
用
ボ
タ
ン

３
万
６
千
円

・
月
額
費
用
　
　
　    

１
千
50
円

　
対
象
事
業
者
や
申
請
方
法
等
詳

し
い
内
容
は
、
長
寿
障
が
い
福
祉

課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
総
合
セ
ン

タ
ー
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



 
 

    松江自動車道 ８月９日（土）正午 

松江自動車道の加茂岩倉パーキングエリアから徒歩により加茂岩倉遺跡へのアクセスが可能にな
ります。是非ご利用ください。オープンに合わせてオープニングイベントを開催します。  

 
 

 

と　き ８月９日（土）午前10時
ところ 加茂岩倉パーキングエリア〔下り線（松江方面線) 〕

加茂岩倉ＰＡに『加茂岩倉遺跡公園駐車場』オープン 加茂岩倉ＰＡに『加茂岩倉遺跡公園駐車場』オープン 

     
パーキングエリアパーキングエリア中国地方初

information

男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
男
性
の
家
庭
生
活
（
家
事
、
育

児
、
介
護
）
へ
の
参
画
と
男
女
の

意
識
改
革
を
図
る
目
的
で
、
男
女

共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

【
日
時
】
８
月
30
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
（
受
付
）

　
午
前
10
時
～
正
午

【
会
場
】

　
木
次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ
リ

ヴ
ァ
ホ
ー
ル
大
会
議
室
　
　
　
　
　

【
講
師
】

　
小こ

崎ざ
き

　
恭や

す

弘ひ
ろ

さ
ん

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ

ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
、
大
阪
教
育
大

学
教
育
学
部
教
員
養
成
課
程
准
教

授

information

女
性
弁
護
士
相
談

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-
42-
１
７
６
７

　
女
性
を
対
象
と
し
た
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の

こ
と
・
結
婚
・
離
婚
・
男
女
間
の

こ
と
で
悩
み
が
あ
る
と
き
、
パ
ー

ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力
で
悩
み

の
あ
る
と
き
な
ど
‥
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
８
月
７
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

※ 

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

　（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

information

市
営・県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

　
業
務
管
理
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
１

◎
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
８
月
５
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
　
８
月
12
日（
火
）

　
午
後
５
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
８
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
募
集
期
間
中
に
公
社
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
会
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◎
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
上

か
み
ご
お
り郡

団
地
（
掛
合
町
掛
合
）

【
申
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
公
社
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
に
必
要
な
、

住
民
票
・
平
成
26
年
度
課
税
証
明

書
等
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
公
社

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
土
、
日
、

祝
日
は
休
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
　
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。
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社会教育課　   0854－40－1073

178月は 17日

information

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

ね
ん
き
ん
相
談
会

　
市
民
環
境
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
日
本
年
金
機
構
松
江
年
金
事
務

所
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
を

図
る
た
め
、
島
根
県
社
会
保
険
労

務
士
会
の
協
力
に
よ
り
、
ね
ん
き

ん
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

【
児
童
扶
養
手
当
】

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
へ
の
生
活
支
援
及
び

そ
の
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　方
　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
ま
た
は
父
、
ま
た
は
父
母
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
受
給
で
き
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③ 

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

に
あ
る
児
童
な
ど

※ 

他
に
も
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
手
当
て
の
額

　
前
年
の
所
得
に
応
じ
、
月
額

９
、６
８
０
円
か
ら
４
１
、０
２
０

円
ま
で
の
10
円
き
ざ
み
の
額
。
児

童
２
人
の
と
き
、
月
額
５
、０
０
０

円
加
算
。
３
人
目
か
ら
児
童
１
人

増
す
ご
と
に
、
月
額
３
、０
０
０

円
加
算
。
前
年
の
所
得
（
年
間
の

収
入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
な

information

福
祉
医
療
証（
資
格
証
）

の
更
新
申
請
手
続
き

information

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
市
民
環
境
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　（
財
）日
本
遺
族
会
で
は
「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
父
等
の
戦
没

し
た
旧
戦
域
を
訪
問
し
、
慰
霊
追

悼
及
び
現
地
の
住
民
と
の
友
好
親

善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

【
対
象
者
】
先
の
大
戦
で
父
等
を

な
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

【
費
用
】
９
万
円

【
問
い
合
せ
先
】

　（
財
）島
根
県
遺
族
連
合
会

　
☎
０
８
５
２-

21-

４
０
２
５

ま
た
は
、

　（
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１

　
市
民
環
境
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
福
祉
医
療
証
（
資
格
証
）
の
有

効
期
限
は
９
月
30
日
で
す
。
各
総

合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
ま
た
は

市
民
環
境
生
活
課
で
、
８
月
中
に

更
新
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 

対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

相談日 場所

９月24日（水） 木次総合センター

11月26日（水） 大東総合センター

時間はいずれも午前10時から午後３時30
分まで

information

ひ
と
り
親
家
庭
等
に

対
す
る
助
成
制
度

ど
を
控
除
し
た
額
）
が
一
定
額
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

◆
こ
ん
な
時
に
は
届
け
出
を

① 

婚
姻
し
た
場
合
（
入
籍
を
し
て

い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
と
き
を
含

み
ま
す
。）

② 

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

③ 

児
童
の
父
ま
た
は
母
と
同
居
す

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

な
ど

◆
児
童
扶
養
手
当
「
現
況
届
」
に

　
つ
い
て

　
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
「
現

況
届
」
提
出
月
で
す
。
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
者
の
方
（
所
得
超
過

の
た
め
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る

方
も
含
む
）
は
、
今
後
１
年
間
の

受
給
資
格
を
審
査
す
る
た
め
年
１

回
の
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
が
な
い
と
12
月
期
か
ら

の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
手
当
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
へ
は
、
別
途
届
出
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
と
さ
れ

る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
手
当
の
支
給

　
手
当
は
、
手
続
き
さ
れ
た
月
の

ま
す
。
そ
の
際
に
申
請
に
必
要

な
も
の
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

・ 

新
し
い
医
療
証（
資
格
証
）は
、

　
９
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

※ 

な
お
、
７
月
１
日
以
降
に
行
っ

た
申
請
に
よ
り
福
祉
医
療
証

（
資
格
証
）
の
交
付
を
受
け
た

方
は
今
回
更
新
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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information

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

雲
南
出
張
相
談
会

information

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
募
集
！

　
健
康
福
祉
総
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
1

　
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
会
員
の
要
件
】

● 

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

● 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主

旨
に
理
解
賛
同
し
た
人

● 

入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込

書
を
提
出
し
、
理
事
会
で
承
認

を
受
け
た
人

● 

定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
け
る
人

　
　（
年
会
費:

２
、５
０
０
円
）

【
配
分
金
（
就
労
金
）】

　
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
】

　
毎
月
1
日
・
15
日
の
２
回
（
土

日
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】

　(

公
社)

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
本
部

　
木
次
町
新
市
３
番
地

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
６
４
２

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に

悩
み
を
抱
え
る
若
年
者
の
自
立
に

向
け
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

や
ご
家
族
の
方
、
関
係
機
関
の
方

々
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

information

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が

利
用
で
き
る
各
種
制
度

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

【
母
子
・
父
子
家
庭
自
立
支
援

　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
事
業
】

◆
自
立
支
援
教
育
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
事
業

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
雇
用
保
険

information

　
水
道
局
営
業
課

　
☎
０
８
５
４-

42-

５
３
２
２

　
平
成
26
年
度
の
事
前
講
習
会
と

試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
験
準
備
講
習
】

　
10
月
12
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
30
分

　
松
江
市
学
園
南
１-

２-

１

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
会
議
室

【
資
格
認
定
試
験
】

　
11
月
30
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
30
分

　
松
江
市
学
園
南
１-

２-

１

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
及
び
申
込
み
先
】

　
〒
６
９
０-

０
８
２
６

　
松
江
市
学
園
南
一
丁
目
17
番
24
号

　
松
江
市
上
下
水
道
局
総
務
課
内

　
島
根
県
下
水
道
協
会

　
☎
０
８
５
２
‐
55
‐
４
９
０
９

　
FAX
０
８
５
２
‐
55
‐
４
８
９
０

　
な
お
、
申
込
要
領
は
、
水
道
局

営
業
課
で
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

受
給
資
格
の
な
い
方
に
限
り
、
医

療
事
務
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

指
定
の
教
育
訓
練
を
受
講
す
る

際
、
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

◆
高
等
技
能
訓
練
促
進

　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
事
業

　
看
護
師
・
保
育
士
な
ど
の
専
門

的
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
２
年

以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
際
、

生
活
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
一

定
期
間
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
事
前
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
事
業
】

す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
８
月
27
日
（
水
）

一
部
　
午
前
９
時
～
正
午

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

二
部
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
雲
南
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
毎
月
の
第
４
水
曜
日
開
催
）

【
対
象
者
】

　
15
歳
～
概
ね
40
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
、
４
月
・
８

月
・
12
月
期
に
、
支
給
月
の
前
月

分
ま
で
の
手
当
が
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

◆
手
続
き
の
方
法

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
課

ま
た
は
子
育
て
支
援
課
で
請
求
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
に
対

し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
密
に
し
つ
つ
、
き
め
細
や
か
で

継
続
的
な
自
立
・
就
労
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

※ 

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
が

対
象
で
す
。

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）

　
☎
０
８
５
２
‐
33
‐
７
７
１
０

広 告 枠
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information

公
共
職
業
訓
練

10
月
期
受
講
生
募
集

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
☎
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

　
求
職
者
の
方
を
対
象
に
、
機
械

系
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
、
金
属
加
工
科
」、
居
住
系
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
」、
管
理

事
務
系
「
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
」

の
４
科
の
募
集
を
開
始
い
た
し
ま

す
。

【
募
集
期
間
】

　
８
月
１
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
９
月
３
日
（
水
）

【
訓
練
期
間
】

　
10
月
２
日
（
木)

～

　
　
　
　
　
３
月
27
日
（
金
）

information

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
土
曜
学
習
は
、
子
ど
も
た
ち
が

多
様
で
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生

き
抜
い
て
行
く
た
め
に
必
要
な
力

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
度
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
事
業

で
す
。
雲
南
市
で
は
学
校
で
の
授

業
は
計
画
し
ま
せ
ん
が
、
市
独
自

で
社
会
人
を
登
用
し
な
が
ら
、
学

校
教
育
だ
け
で
は
実
現
し
に
く

い
、
実
生
活
・
実
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
体
験
的
・
研
究
的
に
学
習

土
曜
学
習

で
き
る
場
と
し
て
計
画
し
て
い
き

ま
す
。
　

　
具
体
的
に
は
、
小
学
生
を
対
象

に
自
然
体
験
や
学
習
活
動
、
生
活

体
験
な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を
計

画
し
て
お
り
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
場
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。
市
内
全

域
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
通
じ

て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
高
校
生
、
中
学
３
年
生
を

対
象
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
自
分
を
つ
く
る
楽
校
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
６
月
14
日
か

ら
11
月
ま
で
、
毎
月
１
回
土
曜
日

の
学
習
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
講
師
は
、「
自
分
を
つ
く
り
、

時
代
を
つ
く
る
」
を
合
言
葉
に
、

２
０
１
２
年
か
ら
活
動
を
さ
れ
て

い
る
若
手
社
会
人
の
有
志
で
設
立

さ
れ
た
団
体
、『
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｅ
（
ア

ラ
ー
レ
）』
の
皆
さ
ん
で
す
。
メ

ン
バ
ー
は
、
全
国
各
地
で
活
躍
を

さ
れ
て
い
る
20
代
か
ら
30
代
の
皆

さ
ん
で
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
た
ち

の
体
験
を
も
と
に
、「
将
来
の
選

択
肢
は
多
様
に
あ
る
こ
と
を
示

し
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
き
っ
か
け
を
届
け
た
い
」

と
い
う
熱
い
思
い
を
持
ち
な
が
ら

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
回
目
以
降
は
、
テ
ー
マ
を

絞
っ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
を
計
画

し
、
回
数
を
重
ね
て
い
く
中
で
、

参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
に
自
分

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
〝
今
〟
を
考

え
、
将
来
の
目
標
や
夢
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
最
終
回
の
11
月
に
は
、
教
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
を
発
表
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。

　
参
加
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
を
さ
れ
る
生
徒
さ

ん
は
、
各
学
校
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

information

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

（
夏
期
）

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
☎
０
８
５
２-

28-

０
６
９
４

　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面

接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職
面
接

会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

【
浜
田
会
場
】

　
８
月
10
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
い
わ
み
ー
る

【
松
江
会
場
】

　
８
月
13
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

【
益
田
会
場
】

　
８
月
14
日
（
木
）

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

　
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者

　
平
成
27
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者
及
び
大
学
等
卒
業
後
３
年
以

内
の
未
就
職
者
ま
た
は
県
内
就
職

を
希
望
す
る
方
等

◆
参
加
企
業

　
７
月
中
旬
か
ら
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/

/
w

w
w

.g
o

g
o

.

jo
b

c
a

fe
-sh

im
a

n
e
.jp

）
に
順

次
掲
載
し
ま
す
。

「自分をつくる楽校」大東高校

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。
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ふるさと雲南のまちづくり
「ふるさと納税」による応援をお願いします。

ふるさと雲南のまちづくり
「ふるさと納税」による応援をお願いします。

【問】総務課　☎0854－40－1021
雲南市のふるさと納税

①寄附金の使途が７つの政策（事
　業）から選べます。
②寄附金額に応じた税金の控除が
　受けられます。
③お礼の品をお送りします。

　雲南市では、これまで（平成26年3月末現在）に延べ
410人の皆様から92,832,000 円ものご寄附をいただき、
キャリア教育（中学生の職場体験学習等）や健康増進など
の事業に活用させていただきました。
　ふるさとへお帰りの皆様、雲南への思いをかたちにする
本制度の活用を、ぜひご検討ください。市民の皆様におか
れましては、ふるさと雲南の未来へ向けて、お知り合いや
ご親戚の皆様にＰＲいただきますようお願いします。

詳しい申込手続きは、「雲南市ホームページ」をご確認ください。
また、「しまね電子申請サービス（http://www.shimane.elg-front.jp/navi/index.html）」に接続し、
雲南市を選択することにより行うこともできます。

information

し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー

募
集
中

　
島
根
県
広
聴
広
報
課

　
☎
０
８
５
２-

22-

６
５
０
１

　
島
根
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴

き
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え

い
た
だ
く
「
し
ま
ねWeb

モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

　
年
10
回
程
度

【
応
募
資
格
】

　
県
内
在
住
満
15
歳
以
上
の
方

【
応
募
方
法
】

　
島
根
県
広
聴
広
報
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ

タ
ー
」（h

ttp
://w

w
w

.p
re

f.

s
h

im
a

n
e

.lg
.jp

/
a

d
m

in
/

s
e

i
s

a
k

u
/

k
o

h
o

/

w
e
b

m
o

n
i/

）
か
ら
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※ 

年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て
記

念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

information

　
島
根
県
立
盲
学
校

　
☎
０
８
５
２-

36-

８
２
２
１

　
島
根
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚

に
障
が
い
が
あ
る
方
、
盲
学
校
に

関
心
の
あ
る
方
等
を
対
象
に
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
学
校
の
概
要
説
明
や
見
学
会
、

個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
島
根
県
立
盲
学

校
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

第
１
回
　
８
月
29
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

第
２
回
　
９
月
30
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

【
場
所
】

　
島
根
県
立
盲
学
校

島
根
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
開
催

information

ほ
い
く
の
就
職

フ
ェ
ア
し
ま
ね

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

　
県
内
保
育
所
等
の
児
童
福
祉
施

設
に
お
け
る
人
材
確
保
及
び
保
育

現
場
に
就
職
を
希
望
す
る
方
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
会
場
受
付
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
会
場
】

　
島
根
県
民
会
館

【
日
時
】

　
９
月
７
日
（
日
）

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

information

　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

　
島
根
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
遺
産
相
続
、
不
動

産
の
売
買
、
ロ
ー
ン
の
返
済
、
悪

質
商
法
、
裁
判
、
調
停
、
成
年
後

見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
・
登
記
相
談

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
松
江
会
場

【
日
時
】

　
８
月
16
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】

　
島
根
県
司
法
書
士
会
館

◆
出
雲
会
場

【
日
時
】

　
８
月
16
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】

　
今
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
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information

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
島
根
支
所

　
☎
０
８
５
２-

25-

４
８
８
０

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ:

ナ
ス
バ
）

で
は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
援
護
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

・ 

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交
通
事
故
被
害
者

　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０-

０
０
０
７
３
８

・ 

脳
損
傷
の
高
度
治
療
を
行
う
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
療
護
施
設

・ 

介
護
料
の
支
給
と
訪
問
支
援

・ 

交
通
遺
児
等
育
英
資
金
の
無
利

子
貸
付
と
友
の
会

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
a

s
v

a
.

g
o

.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ナ
ス
バ(

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ)

の

自
動
車
事
故
被
害
者
援
護

業
務
を
ご
存
じ
で
す
か
？

雲南市農業委員会委員決まる雲南市農業委員会委員決まる

　任期満了に伴う雲南市農業委員会委員一般選挙は、各選挙区とも定数どおり（大東10人、�加茂4人、�木
次5人、�三刀屋6人、�吉田�・�掛合5人�：�総数30人）の立候補の届出があり、次のとおり決まりました。
　また、雲南市議会、出雲広域農業共済組合、雲南農業協同組合及び雲南市土地改良区からの推薦による
選任委員も決定しましたのであわせてお知らせします。�� � � � � �
�

雲南市農業委員会委員（敬称略）
■一般選挙による委員　　　　　　　　　　　　　　               　　　（任期：平成29年７月19日）		
	 	 	 	 	 	 	選挙区 候補者氏名 住　　所 選挙区 候補者氏名 住　　所 選挙区 候補者氏名 住　　所

大

　
　
　東

　
　
　地

　
　
　区

藤
ふじはら

原　修
のぶよし

至 大東町下久野

加
茂
地
区

青
あお

木
き

　征
まさはる

温 加茂町立原

三
刀
屋
地
区

渡
わたなべ

部　洋
よういち

一 三刀屋町古城

永
なが

井
い

　尚
しょうじ

二 大東町大東下分 内
うち

部
べ

　武
たけ

雄
お

加茂町砂子原 白
しらつき

築　美
よし

雄
お

三刀屋町三刀屋

高
たかしま

島　幹
みき

雄
お
大東町山王寺 日

ひ

野
の

　一
かず

夫
お

加茂町三代 小
お

田
だ

　久
ひさよし

義 三刀屋町神代

高
たか

田
た

　　耕
こう

大東町南村 嘉
か

本
もと

　輝
てる

雄
お

加茂町大崎 髙
たか

尾
お

　茂
しげみち

通 三刀屋町多久和

渡
わたなべ

部　満
みつのり

憲 大東町遠所

木
次
地
区

葊
ひろさわ

澤　幸
ゆきひろ

博 木次町上熊谷 川
かわかみ

上　　求
もと

三刀屋町里坊

周
す

藤
とう

　寛
かんしゅう

洲 大東町下佐世 松
まつばら

原　利
としひろ

葊 木次町湯村 　寄
よせ

　健
けん

治
じ

三刀屋町給下

鳥
と や

谷　悦
えつ

雄
お
大東町川井 宇

うつのみや

都宮敏
としあき

章 木次町東日登
吉
田
・
掛
合
地
区

竹
たけうち

内　　勉
つとむ

吉田町吉田

鶴
つるはら

原　能
よしなり

也 大東町新庄 持
もち

田
だ

　明
あきのり

典 木次町宇谷 錦
にしこおり

織　邦
くに

男
お

吉田町深野

岡
おか

田
だ

　　伸
しん

大東町西阿用 橋
はしもと

本　　博
ひろし

木次町里方 白
しらつき

築　　進
すすむ

吉田町吉田

加
か

藤
とう

　一
いちろう

郎 大東町遠所 石
いしばし

橋　義
よしあき

明 掛合町松笠

岡
おか

田
だ

　康
やすひろ

弘 掛合町掛合

よし

■選 任 委 員		 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	

推薦団体 氏　名 住　　所 推薦団体 氏　名 住　　所

雲南市議会

山
やまもと

本　裕
ゆう

子
こ 大東町大東下分 出雲広域農業共済組合 中

なかにし

西　康
こういち

一 大東町田中

山
やまもと

本　博
ひろ

子
こ 木次町平田 雲 南 農 業 協 同 組 合 高

たかはし

橋　敬
けい

二
じ 大東町西阿用

柳
やなぎはら

原　昌
まさひろ

広 三刀屋町乙加宮 雲 南 市 土 地 改 良 区 陶
す

山
やま

　直
なおとし

利 木次町寺領

藤
ふじはら

原　　好
よしみ 掛合町波多

かた



く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口 島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

突然「浄水器は点検が必要です。無料でできます。」と電話があった。10年前に買った古い
浄水器を使っており、無料ならよいと思い、来てもらうことにした。その日の夕方男性が来て、
点検後「サビだらけなので買い換えたほうがよい。」と新しい浄水器の購入を勧めた。50万
円と高額だったので断ったところ「本社と交渉したら、特別に38万円になった。」と迫られ
たため、契約してしまった。３日後に集金に来る予定になっている。一人住まいで高額な契
約をしたことが心配で夜も眠れない。

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123

事　例

◆「無料で点検」などを口実に訪問し、点検後に消費者の不安をあおり、新しい製品
　を購入させる手口です。業者を安易に家の中に入れないようにしましょう。
◆「特別に値引きする」などと言葉巧みに契約を迫られても、その場で契約して
　はいけません。必要なければ、きっぱり断ることも大切です。
◆契約してしまっても、クーリング・オフや契約の取り消し等ができる場合があります。

アドバイス

問い合わせ

「無料で点検」のはずが、浄水器を買うハメに・・・
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新築住宅、購入住宅の固定資産税が減額されます新築住宅、購入住宅の固定資産税が減額されます
　定住の促進及び地域経済の活性化を目的として、平成26年４月１日から平成29年１月１日までに新築
または購入された住宅の固定資産税について、３年間課税を免除します。
　さらに、ＵＩターン者及び市内業者が施工された住宅の場合は免除期間を２年間延長し、最大５年間課
税を免除します。

　　〇ＵＩターン者：過去３年以内に雲南市に転入された者
　　〇市内事業者：雲南市内に本店や営業所を有する法人（法人設立 [開設 ] を雲南市へ届け出ている
　　　　　　　　　　業者）、または市内に住所を有する個人事業者

課税免除の適用を受けるためには以下の①～⑤を全て満たす必要があります。
　①地方税法の“新築住宅に対する固定資産税の減額”対象住宅に該当すること。（※）

　②平成26年４月１日～平成29年１月１日までの間に新築された住宅または、購入された分譲建売住
　　宅であること。
　③所有者が本市の住民基本台帳に記録されていること。または、特別な事情により住民基本台帳に記
　　録することができない場合は、別途届出書が提出されていること。
　④住宅の所有者に市税等（国民健康保険料を含む）の滞納がないこと。
　⑤賃貸住宅または賃貸マンションでないこと。

　※床面積が50㎡～280㎡の新築住宅（店舗などを併用している住宅の場合は、住宅部分が全体の 1/2
　　以上であれば対象住宅となります。ただし、居住に用いる部分のみが減額の対象となり、店舗や事務
　　所など住居以外の部分は減額対象となりません。）

課税免除の適用を受けるには、要件を満たすことのわかる書類（契約書の写し等）を添付の上、申請
手続き等が必要です。詳しくは、市役所税務課（☎ 0854-40-1034）まで問い合わせください。
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特別障害者手当・障害児福祉手当・特別児童扶養手当のお知らせ特別障害者手当・障害児福祉手当・特別児童扶養手当のお知らせ
【問】長寿障がい福祉課　☎0854－40－1042

特別障害者手当 障害児福祉手当 特別児童扶養手当

手当を受けるこ
とができる方

20歳以上で、著しく重度の障がいが
あるため、日常生活で常時特別の介
護を必要とする方

20歳以上で、重度の障がいがあるた
め、日常生活で常時の介護を必要と
する児童（児童本人）

重度の障がいがある 20歳未満の児童
を養育している方（児童の保護者）

次の場合には手
当を受けること
ができません

①社会福祉施設等へ入所している
②�本人、配偶者、扶養義務者の前年
の所得が政令で定める所得基準を
越える
③継続して3ヵ月以上入院している

①社会福祉施設等へ入所している
②�障がいを事由とする年金を受けている
③�本人、配偶者、扶養義務者の前年
の所得が政令で定める所得基準を
越える

①児童が社会福祉施設等へ入所している
②�児童が障がいを事由とする年金を受
けている
③�本人、配偶者、扶養義務者の前年の所
得が政令で定める所得基準を越える

手 当 の 額
（H26.8.1現在）

月額　26,000 円 月額　14,140 円 月額�1級 :49,900 円��2級 :33,230 円

※手当額は消費者物価指数の変動により改定されることがあります。（平成 26年 4月分から改定されています）

手 当 の 支 払 2月、5月、8月、11月に 3ヵ月分をまとめて支払います。 4月、8月、11月に 4ヵ月分をまと
めて支払います。

手当を受けるには 長寿障がい福祉課または最寄りの総合センター保健福祉課へ申請ください。申請には原則医師の診断書が必要とな
ります。

手当を受けてい
る方は、毎年所
得状況届が必要
です

手当受給者（支給停止となっている方も含む）は、毎年8月11日から9月10日に「所得状況届」を提出いただく必
要があります。これは手当受給者の所得が政令で定める所得金額を越えていないか確認するためのものです。対象
の方へは8月初旬に案内を送付しますので、必ず期限までに手続きを行ってください。この届を提出しない場合は、
以降の手当を受給することができなくなります。

住所などを変更
した場合

手当受給者が住所などを変更した場合は届出が必要です。市町村の区域を越える住所変更の場合は、転出先市町村
へ届け出てください。

平成26年10月1日から福祉医療費助成制度が拡充されます平成26年10月1日から福祉医療費助成制度が拡充されます
重度心身障がい者の方やひとり親家庭の方は、より医療を受けやすくなります。

　　　その１「対象となる方が増えます」

　　　その２「自己負担額が下がります」
　病院・診療所（歯科を含む）では、自己負担は医療費の 1割で、次の額が上限となります
　（１ヵ月・１医療機関あたり）。

区　　　分 入　　　院 入　　院　　外
20歳未満の障がい児（者） 　（従来どおり）2,000 円 （従来どおり）1,000 円
市町村民税非課税世帯に属する方 従来���7,500 円　⇒　��2,000 円 従来���4,000 円　⇒　1,000 円
上記以外の方 従来 40,200 円　⇒　20,000 円 従来 12,000 円　⇒　6,000 円

薬局、柔道整復施術所、はり・きゅう及びあんま・マッサージ施術所、治療用装具製作所、訪問看護ステー
ションでは、従来どおり、自己負担はありません（医療保険適用治療分）。
●新しく対象となる方の申請は、8月から受付を開始します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問】市民環境生活課　☎0854－40－1031

①精神障害者保健福祉手帳 1級の方
②精神障害者保健福祉手帳 2級で、身体障害者手帳 3級または 4級の方
③精神障害者保健福祉手帳 2級で、知的障がいのある方
※注意　対象となるには、いずれも所得制限があります。③の知的障がいは、判定機関により判定します
　　　　（概ね IQ50以下）。

新たに対象
となる方
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◇
今
回
は
友
達
へ
送
る
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

【
今
回
は
大
東
町
の
方
々
の
感
謝
の
手
紙
で
す
。】

vol.43感謝の手紙日本一短い

　
　友
達
へ

い
つ
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ま
た
笑
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
　友
達
へ

二
年
の
時
俺
が
チ
ー
ム
で
孤
立
し
て
い
る
時
に
、
声

を
か
け
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
。

　
　友
達
へ

く
だ
ら
な
い
事
ば
か
り
す
る
自
分
と
、
ず
っ
と
友
達

で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
。　

　友
達
へ

い
つ
も
笑
い
を
と
ど
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
君

は
い
つ
も
人
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
す
ね
。
感
謝
し

ま
す
。

　
　友
達
へ

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
笑
っ
た
り
し
ま

し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
で
す
。

学校に行きにくい児童生徒等の支援施設をご存知ですか？学校に行きにくい児童生徒等の支援施設をご存知ですか？

体験活動中の様子

ふぁーすと

　雲南市では、学校に行きにくい児童生徒や悩みを抱える若者・保護者の支援施設を開設して
います。電話での相談は随時受け付けています。利用を希望される方はお気軽にお越しくださ
い。いずれの施設も土・日・祝日は休館します。詳しくは各施設または教育委員会学校教育課
にお尋ねください。

なかよし教室（小中学生対象）
場　所：雲南市なかよしホール（加茂交流センター）
特　徴：�学習活動や体験活動（スポーツ活動・調理活動・
　　　　野外活動など）をします。
　　　　毎日数名の利用者があり、同年代の仲間と一緒に
　　　　楽しく過ごせます。
開設日：「なかよし教室」は
��������������������������月・水～金曜日 9:00 ～ 16:00
　　　　高校生対象のフレンドクラスは
　　　　　　　�����火曜日 9:00 ～ 12:00
問合せ先：なかよし教室　☎0854－49－8381
　　　　　学校教育課　☎0854－40－1072

ふぁーすと
場　所：雲南市教育相談センター内（アスパルの西隣り）
特　徴：�利用者の希望に応じた活動をしたり、スタッフが
　　　　話し相手になったりします。また、若者や保護者
　　　　からの相談にも応じます。訪問支援も行います。
開設日：月～金曜日 13:00 ～ 16:00
問合せ先：ふぁーすと　☎0854－45－5176
　　　　　学校教育課　☎0854－40－1072
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～軽自動車税・法人市民税の税率を改正します～～軽自動車税・法人市民税の税率を改正します～
●軽自動車税
　国が定める基本の税率（標準税率）が引き上げられたため、平成 27 年度課税分（一部平成 28 年度課税分）から下
記のとおり変更します。

　〈主な改正のポイント〉
　・消費税引き上げに伴い、段階的に自動車取得税が引き下げ（軽自動車：平成26年４月３％→２％、平成27年10月
　　廃止）られます。これに併せて車体課税が見直されました。
　・近年自動車の環境性能が向上したことを受け、古い車から燃費の良いエコカーへの買い替えを促すため、初回検
　　査（車両登録時の車検）から13年を経過した軽四輪車等について重課税率が設定（平成28年度より適用）されました。

【原付、二輪車及び小型特殊自動車】（平成27年４月１日より変わります）

区����������������分 現在の税率

→

新税率

二
　
　
輪

原
　
　
付

５０cc以下 １，０００円 ２，０００円
５０cc超～９０cc以下 １，２００円 ２，０００円
９０cc超～１２５cc以下 １，６００円 ２，４００円
ミニカー ２，５００円 ３，７００円

軽 二 輪（１２５cc超～２５０cc以下） ２，４００円 ３，６００円
小型二輪（２５０cc超） ４，０００円 ６，０００円

小 型 特 殊
自 動 車

農耕作業用（トラクターなど） １，６００円 ２，０００円
その他（フォークリフトなど） ４，７００円 ５，９００円

【三輪以上の軽自動車】（平成27年４月１日より初回検査日によって税率が一部変わります）

※�軽自動車税は毎年４月１日の所有者へ課税します。よって、平成27年４月１日に初回検査を受けられた軽自動車
は、平成27年度分から新税率での課税となります。
※�重課税率は平成28年度から適用となります。（平成27年度までは現行どおりの課税額です）また、車検証の記載
方法が平成15年に改正されたのを受け、28年度に重課税率の適用となる車両は平成14年末までに初回検査を受け
た車両です。

　三輪以上の軽自動車については次号以降にまた詳しくご説明いたします。

区　　　分 現在の税率

→

新　　　税　　　率
H27.3.31 までに
初回検査を受けた
車両

H27.4.1 以 降 に
初回検査を受けた
車両

初回検査から１３
年を経過した車両
（重課税率）

四
輪
以
上

乗
用

自 家 用 ７，２００円 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円
営 業 用 ５，５００円 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円

貨
物

自 家 用 ４，０００円 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円
営 業 用 ３，０００円 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円

三 輪 ３，１００円 ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円
雪 上 車 ２，４００円 ２，４００円 ３，０００円 ３，６００円

●法人市民税
　地域間の税源の偏在性を是正し財政力格差の縮小を図るため、法人市町村民税法人税割の一部が国税化されること
にあわせ、地方税法が改正されました。これに伴い、雲南市の法人市民税法人税割の税率等が次のとおり変更になります。

　○法人市民税法人税割の税率の改正（雲南市分）13.5％→ 12.1％　
【平成26年10月１日以後に開始する事業年度から適用】

　○上記改正に伴う、初年度の中間（予定）申告についての経過措置
　　平成26年10月１日以後に開始する最初の事業年度の予定申告額について、
　　前年度の法人税割額の４．７／１２とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】市民環境部税務課　市民税グループ　☎0854－40－1034
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子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール８月 図書館だより図書館だより
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イベント案内
☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～（４日はお休み）
　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼碧

あお
野
の

 圭「書店ガール③」▼赤川次郎「真夜中の散歩道」▼大沢在
あり

昌
まさ

「ライ
アー」▼角

かく
田
た

光代「平凡」▼北原亞以子「恋
れん

情
じょう

の果て」▼北村 薫「八月の六
日間」▼今野 敏

びん
「闇の争

そう
覇
は

」▼辻村深
み

月
ずき

「盲目的な恋と友情」▼西村京太郎
「そして誰もいなくなる」▼坂東眞砂子「眠る魚」▼東野圭吾「虚

うつ
ろな十字架」

▼森 絵
え

都
と

「クラスメイツ（前期・後期）」▼若竹七
なな

海
み

「ポリス猫ＤＣの事件簿」
▼水島広子「女子の人間関係」▼林 智之監修「すぐに役立つ雇用保険・職業
訓練・生活保護・給付金徹底活用マニュアル」▼磯村 毅

たけし
「親子で読むケータ

イ依存脱出法」▼布
ふ

施
せ

克彦「介護現場で使える会話の引き出し便利帖」▼土井
善
よし

晴
はる

「土井善
よし

晴
はる

の懐かしごはん」▼鳥
とり

海
うみ

佳代子「小児科医が教える子どもが病
気のときどうすればいいかがわかる本」▼島田有紀子監修「イラストでわかり
やすい！緑のカーテンの育て方」▼根本 知

さとし
「読むだけで「うまい」と言われ

る字が書ける本」

大東図書館　☎0854-43-6131
８月の休館日　臨時休館：４日(月) ～６日(水)【図書館システムの更新作業のため】、
　　　　　　　毎週金曜日、月末整理休館：31日（日）

イベント案内
☆おはなしチューリップたのしい絵本の会スペシャル　１日（金）14:00 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼山本一

いち
力
りき

「紅
べに

けむり」▼道尾秀介「獏
ばく

の檻
おり

」▼東野圭吾「虚
うつ

ろな十字架」▼
今
こん

野
の

 敏
びん

「朱夏」▼小
こ

前
まえ

 亮
りょう

「月に捧ぐは清き酒」▼宮本 輝
てる

「満月の道」▼伊東 
潤「天地雷動」▼松岡圭

けい
祐
すけ

「ジェームズ・ボンドは来ない」▼諸
もろ

田
た

玲子「王朝
小
しょう

遊
ゆう

記
き

」▼堂
どう

場
ば

瞬一「グレイ」▼トーベ・ヤンソン「ムーミン谷の名言集」▼
宮崎秀

ひで
吉
きち

「103歳世界最速のおじいちゃんスプリンター」▼『おかんメール』
制作委員会編「おかんメール」▼食のスタジオ「基本のお弁当400」

加茂図書館　☎0854-49-8739
８月の休館日　臨時休館：４日(月) ～６日(水)【図書館システムの更新作業のため】、
　　　　　　　毎週木曜日、月末整理休館：31日(日)

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階）

水 遊 び 教 室
（ あ お ぞ ら 保 育 園 園 庭 ）  ３日㈰ 9:30 ～ 11:30
子 育 て 相 談 ８日㈮、22日㈮ 10:00 ～ 16:00

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日 9:30 ～ 15:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ４日㈪ 9:30 ～ 11:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ６日㈬ 9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター）  ８日㈮ 9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 28日㈭ 9:30 ～ 11:30
地域サークル
幡屋交流センター 18日㈪ 9:30 ～ 11:30
佐世交流センター 21日㈭ 9:30 ～ 11:30
大東健康福祉センター 22日㈮ 9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お 茶 会（ ※ 要 予 約 ）  １日㈮ 10:00 ～（１時間程度）
た ん ぽ ぽ ひ ろ ば

（ え の ぐ で あ そ ぼ う！）  ６日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
誕生会（※誕生児は要予約） 20日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

教室・相談

加茂子育て支援
センター

離乳食もぐもぐ教室（５～６ヵ月児）  ７日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談 18日㈪  9:30 ～ 11:30
離乳食もぐもぐ教室（７～８ヵ月児） 21日㈭ 10:00 ～（※要予約）
妊婦サロン（たまごクラブ） 27日㈬ 10:00 ～
離乳食もぐもぐ教室（９～ 11 ヵ月児） 28日㈭ 10:00 ～（※要予約）

子育てサロン
加茂交流センター ぷ ち つ く し っ 子 広 場 22日㈮ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

誕生会（誕生児は要予約）  １日㈮ 10:30 ～
斐伊地区小学生との交流  ７日㈭ 10:00 ～
ガンサロンカフェ 19日㈫ 10:00 ～

教室・相談 
木次子育て支援

センター
育児相談 29日㈮ 9時半～ 11時受付
妊婦サロン（要予約） 29日㈮ 10:00 ～

社協子育てサロン(にこにこクラブ) (参加費　一家族100円)
高齢者コミュニティーセンター 27日㈬ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター（斐伊保育所併設） ☎42-2030
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会木次支所 ☎42-9080

掛
　合

保育園開放日

夢の子園 保 育 所 開 放 日 27日㈬ 9:00 ～ 11:00
昼 食 試 食 会 27日㈬（要予約・〆切20日） 11:00 ～ 12:00

支援センター (分室：掛合小学校体育館２Ｆ)

好老センター プ ー ル 遊 び  ６日㈬ 9:30 ～ 11:00
フ リ ー ス ペ ー ス 19日㈫ 9:00 ～ 11:00

分　室 子 育 て 相 談 日 20日㈬ 9:30 ～ 11:00
お 話 の 日 21日㈭ 10:30 ～ 11:00

お問合せ 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713　 　 　 　  ▲

かけや夢の子園 ☎62-9900

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター 育 児 相 談  ４日㈪ 9:30 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所  ７日㈭ 9:30 ～ 11:30
田井保育所 20日㈬ 9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ・掛合子育て支援センター）
吉田健康福祉センター 手作りおもちゃ

　うちわを作ろう 22日㈮ 9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

イベント案内
☆よみかたりのじかん　　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼青山七恵「風」▼伊岡 瞬「代償」▼梶 よう子「小鳥屋おけい探

たん
鳥
ちょう

双
ぞう

紙
し

」▼
真
しん

藤
どう

 樹
たつき

「小説 図書館の主
あるじ

」▼勝山 海
うみ

百
ゆ

合
り
「狂

きょう
書
しょ

伝
でん

」▼宮城谷昌光「三国志読本」
▼吉沢久子「いきいき96歳！ひとり暮らしの妙味」▼瀬戸内寂

じゃく
聴
ちょう

「寂聴まん
だら対談」▼河

こう
野
の

 實
まこと

「マコは生きた！ミコとの別れから50年」▼岸 香里「帰っ
てきた笑うナース」▼なだいなだ「常識哲学」▼上田園子「毎度、お米屋の嫁
でございます」▼中川李枝子ほか「石井桃子のことば」▼井上タツ子「夜

よ
長
なが

堂
どう

の乙女モダン蒐
しゅう

集
しゅう

帖
ちょう

」▼ひろさちや「終活なんておやめなさい」▼西
さい

原
ばら

理恵子
「家族の悪知恵」▼森 千

ち
景
かげ

「二十四節気を楽しむ遊び文字アイデア集」▼草野
真一「メールはなぜ届くのか」▼清川輝

てる
基
もと

 編著「ネットに奪われる子どもたち」
▼奥野滋

しげ
子
こ

「ひとりで死ぬのだって大丈夫」▼山崎真由子「林業男子」▼よこ
みぞゆり「すみっコぐらし」▼コウケンテツ「コウケンテツのおやこ食堂」▼
樋
ひ

渡
わたし

啓
け い

祐
すけ

「沸騰！図書館」▼高宮紀子「PPバンドで編むオシャレなプラかご」
▼雨

あま
宮
みや

処
か

凛
りん

「14歳からわかる生命倫理」

木次図書館　☎0854-42-1021
８月の休館日　１日(金) ～７日(木)[臨時休館]、毎週月曜日、
　　　　　　　＊31日(日)の月末日は開館します。
[１日(金) ～７日(木)までは施設修繕工事及び図書館システムの更新作業のため、臨時休館し
ます。ご不便をおかけいたしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。]
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ４日㈪

9:30 ～加茂子育て支援センター 18日㈪
掛合子育て支援センター 20日㈬
木次子育て支援センター 29日㈮
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 29日㈮ 10:00 ～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－ 19日㈫ 9:30 ～

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ４日㈪

19:00 ～ 21:00
吉田ふる里センター  ７日㈭
大東交流センター 12日㈫
下熊谷交流センター 18日㈪
掛合まめなかセンター 20日㈬

◆胃がん検診（要予約） 受付時間
田井交流センター 25日㈪   8:30 ～ 11:00
三刀屋文化体育館アスパル 27日㈬   8:30 ～ 11:00
◆乳がん検診（要予約）
掛合好老センター  ７日㈭   9:00 ～ 12:00

13:30 ～ 16:00
◆集団特定健康診査（要予約） 受付時間
田井交流センター 25日㈪   9:00 ～ 10:30

吉田健康福祉センター 26日㈫   9:00 ～ 10:30
13:00 ～ 14:00

詳しくは、「平成26年度あなたの町の集団健診予定表」
をご覧ください。

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ７日㈭ 13:00 ～（４か月児）

13:30 ～（10か月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 14日㈭ 13:00 ～（４か月児）

13:30 ～（10か月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 21日㈭ 13:00 ～（１歳６か月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 27日㈬ 13:00 ～（３歳児）

◆その他相談
こころの健康＆もの忘れ相談  ６日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ７日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 13日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
アルコールによる困りごと相談 18日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談 20日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 21日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
雲南サロン「陽だまり」 28日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン しまね難病相談支援センター 28日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

８月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎ 40-1045

◆雲南市障がい者支援活動
料理教室 大東健康福祉センター 19日㈫ 10:00 ～ 13:30

【問】地域活動支援センター　パレット　☎ 45-0020

　【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042

※内容、場所、日時の順に記載。市外局番は記載のないものはいずれも 0854。

掛合まち恵美須まつり�
 と　き   ８月20日（水）19:00 ～
 ところ   掛合町掛合地内
掛合太鼓、上多根神楽、歌謡ショー、ビアガーデ
ンなど
　　【問】掛合まち振興会（雲南市商工会掛合支所）

 　☎ 0854-62-0079

龍頭が滝まつり�
 と　き   ８月15日（金）10:00 ～
 ところ   龍頭が滝（掛合町松笠）
滝おどりの披露、特産品・かき氷の販売など

 【問】松笠交流センター　☎ 0854-62-0411
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人　口･･ 41,216人（－18人）

世帯数･･ 13,797世帯（－2世帯）
平成 26 年 7 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 21,436人（－22人）

男　性･･ 19,780人（4人）

I N F O R M A T I O N

水
すい

琴
きん

窟
くつ

の茶席�
 と　き   ８月３日（日）10:00 ～ 11:30
 ところ   道の駅掛合の里　水琴窟庭園
 料　金   無料（100人限定）
癒しの音色を楽しみながら一服どうぞ！
　　　　　　【問】おあしす54事務局
 　☎ 0854-62-1480（和田）

チェリヴァシアター
『永遠の０

ゼロ

』�
 と　き   ８月２日（土）①10:30 ② 15:00
 ところ   木次経済文化会館チェリヴァホール（２Ｆホール）
 入場料   【前売】一般 1,300 円、会員 1,000 円、

シニア・小中学生500円（当日各200円増）、
ペア（会員・前売のみ）1,500円

 【問】　チェリヴァホール　☎ 0854-42-1155

札幌ハムプロジェクト日本縦断興行2014

演劇「サンタめん」�
寄ってらっしゃい、観てらっしゃい
奇なり怪なり　不思議なり
街で職場で学校で
面白かった、楽しかったと大評判『サンタめん』
 と　き   ８月25日（月）18:30開場�19:00開演
 ところ   木次経済文化会館チェリヴァホール（３Ｆ大会議室）
 入場料   一般 1,500 円、高校生以下 500 円、

未就学児無料
 【問】チェリヴァホール　☎ 0854-42-1155

大東七夕祭り�
 と　き   ８月６日（水）19:30 ～
 ところ   大東地区商店街
子ども行列、花火大会など
 【問】大東総合センター　☎ 0854-43-8164

八重滝まつり�
 と　き   ８月14日（木）10:00 ～
 ところ   八重滝駐車場（掛合町入間）
あゆのつかみ捕り、出店など
 【問】入間交流センター　☎ 0854-62-0403

雲南市成人式�
 と　き   ８月14日（木）10:00 ～ 12:30
 ところ   三刀屋文化体育館アスパル
平成６年度生まれの新成人440人の成人を祝いま
す。
 【問】社会教育課　☎ 0854-40-1073

幸雲南塾 2014 ～若者チャレンジ講座～

第４回「チャレンジプランを鍛える」
～プラン・アクションを起こそう～

 と　き   ８月23日（土）13:30 ～ 17:30
 ところ   民谷交流センター
 講　師   村

そん

楽
らく

エナジー㈱　井
い

筒
づつ

　耕
こう

平
へい

さん
 【問】政策推進課　☎ 0854-40-1011

雲南市遺族会推薦作品


